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　６月 15日（日）の父の日に
向け「父の日に牛乳（ちち）を」
として販売する牛乳（900ml）
の準備をする、熊本酪農業協同
組合菊池支所女性部の皆さん
です。
　牛乳で感謝の気持ちを伝え
てみませんか？注文などの問
い合わせは、JA 菊池酪農課
（☎23-3207）、熊本酪農業協
同組合菊池支所（☎25-0131）
まで。
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ありがとう
いつもはたらく　歯に感謝
（健康だより）

ヘルスアップ教室
参加者募集

人権擁護委員制度を
ご存じですか

いきいき養生塾
第1期生募集

ごみの出し方に注意を！



TOPICSTOPICS

菊池市建設業協会と菊池市との大規模
災害時の支援活動に関する協定書締結

菊池市消防団入団式4/13（日）

　菊池市消防団の入団式が菊池市総合体育館であり、
123 人の新消防団員が誕生しました。式では、村上忠
吉団長が「『自らの郷土は自らで守る』という使命を深
く認識し、訓練に励み、地域の第一線として活躍される
ことを期待します」と訓示し、各方面隊と本部機動隊の
代表６人に辞令を交付しました。
　新入団員たちは、緊張感のある式典の中で消防団員と
しての責任を感じ取り、決意を新たにしました。
　菊池市消防団員が平成 19年に火災などで出動した件
数は、火災 18 件、行方不明者の捜索４件で、延べ約
3,700 人が活躍しています。今後の新入団員の活躍が
期待されます。

村上団長（左）から辞令の交付を受ける新入団員

第17回桜まつり親善空手道
選手権大会

4/6
（日）
　桜まつり親善空手道選手権大会が、天草市綾南中学
校体育館であり、烈士館の子どもたちが優秀な成績を
収めました。上位の結果は次のとおりです。（敬称略）
小学生１・２年男子
形の部、組手の部　優勝　中松亮太
小学生３・４年男子
形の部　優勝、組手の部　３位　園田伊織
小学生５・６年男子　形の部　３位　出口魁人
中学生男子　形の部　２位　前田龍蔵

優秀な成績を収めた烈士館の子どもたち

菊池公園に桜の木を寄付
　工藤信秋さん（　　東正観寺）と高山正幸さん
（　　上町）から、３月に桜の木（ソメイヨシノ）
２本の寄付がありました。幼少の頃からの遊び場
として親しんできた菊池公園への感謝の気持ちと

して寄付されたも
のです。
　ありがとうござ
いました。

３月に寄付された
桜の木（ソメイヨシ
ノ）２本

水源校区で地域行事の
「団子サミット」

4/13
（日）

　水源団子サミット（平山直継会長）が主催する地域行事、「団
子サミット」が水源支館でありました。この春に小・中学校に
入学または卒業した水源校区の子どもたちを、区民でお祝いし
ようと開かれたもので、約 90人の子どもが参加しました。
　平成 19年度に団子サミットで収穫した、から芋などの季節
の食材を使った、たけのこの炊き込みご飯やいちご大福、から
いもの茶巾絞り、から芋と季節の野菜をトッピングしたピザ、
たけのこの木の芽あえ、新じゃがを使った肉じゃがなどの料理
を全員で作り、楽しい会食が行われました。
　また、会食後のオリエンテーションでは、水源青少年健全育
成会が中心になり、小さい子どもから大人までの全員が「ふる
さとかるた」を楽しみました。

いちご大福作りに挑戦する子ども

○菊
○菊

第3回菊池市小学生
ソフトボール大会

4/27
（日）

楽しくプレーする小学生
菊池市多目的広場（右）・
七城総合グラウンド（上）

　熊本ヤクルト（株）の協力のもと、菊池市小学生ソ
フトボール大会が開催されました。菊池市多目的広場・
七城総合グラウンドを会場に、男子 17チーム・女子
９チームが参加し、みんな楽しくプレーしました。上
位の結果は次のとおりです。
男子Aパートの部　優勝　旭ヶ丘、２位　高野瀬ホー
クス、３位　泗水西小学校、３位　菊之池少年クラブ
男子Bパートの部　優勝　袈裟尾男子、２位　エメ
ラルド・キング・ライオンズ、３位　富出分子ども会、
３位　菊之池小５年ファイターズ
女子パートの部　優勝　ロンロンズ、２位　花房小学
校、３位　水源アクアドルフィンズ、３位　高野瀬パ
ワフルガールズ

女子パートの部優勝　ロンロンズ 男子Bパートの部優勝　袈裟尾男子男子Aパートの部優勝　旭ヶ丘チーム    

　菊池市建設業協会（前川勝会長）84社と菊池市との、大規
模災害時の支援活動に関する協定書の調印式がありました。協
定は、市が防災対策本部を設置するような災害が発生した際の、
同協会の支援活動を規定したものです。
　支援活動内容は、「市が管理する公共土木施設などの被害情
報の収集および報告」、「市が管理する公共土木施設などにおけ
る簡易な応急措置」、「市が緊急に行う必要があると認め、指示
する応急措置」などです。
　今後は、この協定書を基に災害発生時の連絡を密にし、被害
を最小限にとどめる努力がされます。菊池市役所であった調印式

　消防団七城方面隊で消防操法大会の予選会がありました。
　七城総合グラウンドで行われた大会では、出場した 21班
の選手たちが、連日にわたるナイター訓練の成果を発揮しま
した。
　７月 27日（日）開催の菊池市支部消防操法大会に出場す
る班は、次のとおりです。
小型ポンプの部　第 11分団高田班、第 10分団岡田流川班、
第 11分団辺田荒牧班

　操法大会は、火災のいかなる状況下においても安全確
実かつ迅速に任務を遂行し、技術の練磨と部隊としての
連帯を体得するために毎年行われています。

七城総合グラウンドで行われた七城方面隊の予選会

4/16
（水）

菊池市消防団
七城方面隊消防操法大会

4/20
（日）
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　「学校と家庭の交通安全リーダー証」交付式が泗水小学校
（甲山敏彦校長）であり、508人の児童が参加しました。
　子どもたちの交通安全意識の高揚と、下級生や家族の交通
安全に努めてもらうとともに、将来も交通ルールを遵守する
ことのできる社会人に成長してもらうことを目的に、熊本県
交通安全推進連盟が県下 16市町村の小学校をモデル校に指
定し、小学６年生にリーダー証を交付するものです。
　体育館で行われた交付式には金沢副知事が出席し、「６年
生の皆さんはこれまで以上に交通ルールを守り、みんなのお
手本になるようにしましょう。そしてみんなの周りから交通
事故をなくしましょう」とあいさつ。児童代表にリーダー証
を交付しました。
　後日、菊池市内のすべての小学校の６年生児童全員にリー
ダー証が交付され、「信号を守る」、「自動車の後部座席でも
必ずシートベルトを着用する」など、リーダーとして学校と
家庭から交通安全の輪が広がるよう努めます。

　日蓮宗熊本県社会教化事業協会の僧侶 10人が、泗水町にある
老人ホームこすもす荘を訪れ、奉仕作業を行いました。参加した
お坊さんたちは、毎年、県内外のいろいろな施設を回って奉仕作
業などの活動をしており、日ごろの修行の成果とばかりに園内の
除草や施設内清掃に汗を流しました。
　入所者のひとりは、「作業の合間のお話も楽しかったです。さ
すが職業柄、話題が豊富ですね」と感心されていました。
　また、当日使用した刈り払い機１台と、草刈鎌 10本も「今後
の施設の管理に使ってください」と寄付されました。ありがとう
ございました。

お坊さんたちが
老人ホームこすもす荘で奉仕活動

施設内の清掃をするお坊さんたち

泗水図書館であっ
た研修会（上）

創作絵本「おふく
ろ亭」の原作者の
福吉さん（右）

　泗水町田島にある岡稲荷大明神で、建立 500 年を記念する
祭りがあり、たくさんの地元区民で賑わいました。
　記念撮影や神事のあと、松岡一教区長が「岡区はこのお稲荷
さんを中心に発展してきたと思います。500 年の歴史の威徳
を偲んでください」とあいさつ。集まった区民は、吉岡一男さ
んのお稲荷さんにまつわる記念講演や隣接に整備されたパーク
ゴルフ場などで、１日を楽しみました。
　同区では、お稲荷さんに奉ってあるキツネの敵であることか
ら、代々家庭での犬の飼育をしていないほどで、祭りに参加し
た区民は「小さいときからこのお稲荷さんは中心的な存在。こ
れからも代々受け継いでいきたいです」と話されました。

　菊池北小学校（倉原久義校長）の５年生児童 50人が、総合学習と家庭
科の時間でプロの技を学びました。
　子どもたちにもっと地元の食材に触れてもらいたいと、市内のホテルや
旅館、居酒屋の料理人や生産者などでつくる菊池一膳会（緒方龍二代表）
から提案があったもので、児童たちは菊池一膳会のメンバーと一緒に「武
光公鍋」など４品を作りました。
　４品のうち「いなり寿司」と「竹の子茶碗蒸し」には、４月 25日に児
童たちが近くの山（黒谷光臣さん所有）で掘った竹の子が使われました。
包丁で材料を切った児童たちは「包丁で切るのが難しかったです。自分た
ちでとった竹の子が美味しい料理になるのが楽しみです」と笑顔で話して
くれました。
　指導にあたった菊池一膳会の緒方会長は「４月に立ち上げたばかりのま
だ新しい会で、今回が初めての取り組みでした。子どもたちに、地元の良
さ、地元のおいしい食材を知ってもらいたいので、今後も地域の小・中学
校から依頼があればこのような教室を行っていきたいと思います。会員も
募集していますので、料理人や生産者、経営者などいろいろな方に参加し
て欲しいですね」と話されました。

5/9（金）菊池北小学校で「菊池うまかもん教室」

総出で記念写真に収まる区民

　桜山公民館で食事会があり、たくさんのお年寄りが旬の味
を楽しみました。桜山たすけあいの会（松本きくの代表）が、
地域の交流を目的に行っているボランティア活動の一環で、
桜山地区で一人暮らしをする 65歳以上の人を対象に「みん
なで楽しくランチタイム」として食事会が行われました。
　食事会は、８月を除き毎月１回行われており、メニューに
は旬の食材を使い、季節感を出す演出もされています。今回
のメニューは、グリンピースご飯、肉じゃが、スイカなどの
７品で、参加したお年寄りは、おいしそうに食べながら、日
ごろ会う機会が少ない人たちとの交流を深めました。
　「今年は会が活動を開始して 10年目で、活動にも力が入
ります。皆さんが楽しめるよう、今後も頑張っていきたいで
す」と松本代表。参加したお年寄りは「手作りの料理は食べれるしみんなと会えて話しができるので、毎月の楽しみになっ
ています」と話されました。
　食事会の後には、誕生会や三味線の演奏会などもあり、さらに交流が深められました。

桜山地区のお年寄りが
食事会で交流

食事を楽しむ桜山地区のお年寄り

4/24
（木）

金沢副知事（右）からリーダー証の交付を受ける泗水小の児童（左）

4/28（月）泗水小学校で「学校と家庭の交通安全リーダー証」交付式
料理人の説明を聞きながら、茶碗蒸しを作る児童たち

岡稲荷大明神500年記念祭5/11（日）

5/16
（金）

同区にあるパークゴルフ場は、一般の人も利用することがで
きます。問い合わせは岡区長（☎ 090-2088-8782）まで。

　菊池市内の小中学校 19校の図書司書研修の一環として、泗
水図書館の福吉里加子館長のオリジナル創作絵本「おふくろ亭」
を教材に、絵本作成研修会が泗水図書館で行われました。
　この研修会は、学校図書司書と市立図書館の連携を深め、図
書司書業務の充実とレベルアップを図ることと、絵本を作成す
ることで基本的な本の製作過程を体験し、本の大切さを再認識
することを目的に行われたものです。
　「おふくろ亭」は、福吉館長が自分の子どもに作ってきた“お
弁当”に込められた母親の愛情を描いた心温まる作品です。昨
年合志市が募集した「第３回創作どうわえほん」で、特選を受
賞しています。
　参加した図書司書の皆さんは、悪戦苦闘しながらも作品のカ
ラーコピーを厚紙に張り合わせるなどして製本し、子どもたち
への愛情がたくさん詰まった絵本を、大切そうに各学校に持ち
帰っていました。
　この絵本は、市内全部の学校図書室と泗水図書館で貸し出し
ができますので、皆さんもぜひ一度ご覧ください。

福吉里加子さんのオリジナル創作絵本
「おふくろ亭」の手作り絵本作成研修会

4/28
（月）
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　菊池農業高校（川田博史校長）の自転車通学をする生徒約 30人が、自転車に「交通安全・二重ロック」と書かれたのぼ
り旗を取り付けて、交通安全と二重ロックをアピールしました。同校は過去に在学生が交通事故で亡くなるという痛ましい

事故を経験していることから、全校をあげて交通事故防
止に取り組んでおり、新入学の時期に合わせ、交通事故
と盗難防止の呼び掛けが行われました。
　同校正門前であった出発式では、川田校長が「みんな
が自覚をして交通事故に遭わないように、起こさないよ
うにしてください。この取り組みをクラスの中に広め、
地域の人にも広めてください。そして、事故のない学校
にしましょう」とあいさつ。生徒会交通委員の福永朋美
さん（３年）が「この取り組みで私たちも含め、地域の
人たちにも交通安全と二重ロックの意識を深めてもらい
ます」と宣言し、早速生徒たちは、のぼり旗を取り付け
た自転車にまたがり、同校から孔子公園までの約１キロ
を走行して、横を通行する車のドライバーに交通安全と
二重ロックをアピールしました。

菊池農業高校で「交通安全・二重ロック」を呼び掛けるキャンペーン5/16（金）

　菊池市内の中学校 5校で、それぞれ体育大会
がありました。
　菊池南中学校（田中耕治校長）では、赤・白・青・
緑団に分かれた全校生徒 490 人が参加して競技
が行われました。
　開会式では、田中校長が「大切なのは遅い早い
ではなく、全力で取り組むことです。いつまでも
思い出に残り、記憶に残る体育大会にしてくださ
い」とあいさつ。生徒の代表が「大会のテーマ
『New　South　Wind ～みんながひとつになっ
た時　新たな南中伝説が生まれる～』のもと、こ
のグラウンドに青春のエネルギーを完全燃焼させ
ます」と力強く選手宣誓して、生徒たちは元気いっ
ぱい各競技に臨みました。
　100m走やリレー、ダンスなどに精一杯取り
組む子どもたちの姿に、保護者などからは盛んな
声援が送られました。

　泗水町久米一区出身の牧野幸雄さんが、８月に
開催される北京オリンピックへの出場を決め、２
月に泗水町に凱旋、応援活動が始まりました。
　牧野選手は、小川安子さん（　　久米一）の孫
にあたり、小さい頃の休みの時は、泗水町で過ご
したり、平成 17年の岡山国体に熊本県代表選出
として出場した際には、久米の実家を拠点に活動
していました。
　幼い頃から父親の仕事の都合で愛知や富山県に
在住。現在は熊本県セーリング連盟に所属し、福
岡市を拠点に活動を続けています。
　ヨットは、愛知県碧南高校時代に始め、アジア
選手権２位、イタリアの大会で優勝するなど実力
をつけ、８月の北京オリンピックではメダル獲得
の期待が掛かります。

通学自転車に「交通安全・二重ロック」と書かれたのぼり旗を取り付
けて、キャンペーンに出発する生徒

牧野幸雄さんがヨット49er級の北京オリンピック日本代表に決定

世界選手権で帆走する牧野選手（右側）

市民課市民年金係　　☎（25）7211　七城総合支所市民係　☎（25）1000
旭志総合支所市民係　☎（37）3111　泗水総合支所市民係　☎（38）2105

　保険料の免除や若年者納付猶予、学生納付特例を受

けた期間は、10年前までさかのぼって納めること（追

納）ができます。免除等の承認を受けた期間は、保険

料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少な

くなるため、年金額を満額に近づけるためにも生活に

余裕が出来たときは納めるようにしましょう。

　なお、保険料の免除や若年者納付猶予、学生納付特

例を受けた年度から起算して３年度目以降に保険料を

追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経

過期間に応じた加算額が上乗せされます。平成 20年

度に追納する場合の金額は次のとおりです。

問い合わせ先

保険料の追納をしませんか？

承認を受けた
月 の 年 度

追納額（１カ月分） 承認を受けた
月 の 年 度

追納額（１カ月分）

全額免除 半額免除 全額免除 半額免除 ４分の１免除 ４分の３免除

平成 10年度 16,590 円  ｜ 平成 15年度 13,970 円 6,980 円 ｜ ｜

平成 11年度 15,950 円 ｜ 平成 16年度 13,770 円 6,880 円 ｜ ｜

平成 12年度 15,320 円 ｜ 平成 17年度 13,810 円 6,910 円 ｜ ｜

平成 13年度 14,740 円 ｜ 平成 18年度 13,860 円 6,930 円 3,460 円 10,390 円

平成 14年度 14,180 円 7,090 円 平成 19年度 14,100 円 7,050 円 3,520 円 10,570 円

国民年金情報

平成20年5月から社会保険事務所の窓口での
現金（保険料）領収が原則として廃止になりました。
　国民年金保険料の納付方法は、これまでにコンビニ
納付やクレジットカード納付の導入など、納めやすい
環境作りを進めてきました。
　社会保険庁では、今般、これらの納付方法による納
付を促進するとともに、不適切な取り扱いの再発防止

策の一環として、平成 20年５月から、原則として社
会保険事務所の窓口における国民年金保険料の現金領
収を廃止することとなりました。なお、被保険者の利
便性を図るため、下記のように段階的に廃止となりま
すのでご理解をよろしくお願いします。

社会保険事務所窓口における国民年金保険料領収の段階的廃止表

保険料別 平成 20年５月～
平成 20年９月

平成 20年 10月～
平成 21年９月 平成 21年 10月～

① 納期限内に納付する保険料 × × ×

② 未納保険料 ○ × ×

③ ②を納付するために来所した者が納付する②以外の
保険料 ○ × ×

④ 時効中断により納期限から 2年を経過した保険料 ○ ○ ○

⑤ ④を納付するために来所した者が納付する④以外の
保険料 ○ ○ ○

⑥ 集合徴収等、日時を指定して来所させた者の未納保
険料 ○ ○ ×

⑦ ⑥を納付する際の⑥以外の保険料 ○ ○ ×

⑧ 強制徴収対象者の保険料（未納保険料以外の保険料
を含む） ○ ○ ○

市内5中学校で体育大会5/18（日）

100m走のゴール

○泗

6｜広報きくち｜2008 JUNE広報きくち｜2008 JUNE｜7



ありがとう
いつもはたらく 歯に感謝

　
「
８
０
２
０
運
動
」
は
「
80
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保

と
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
厚
生
労

働
省
と
日
本
歯
科
医
師
会
の
呼
び
か

け
で
、
平
成
元
年
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

か
ら
だ
の
健
康
を
保
ち
、
お
い
し

く
食
べ
る
た
め
に
「
歯
」
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
し
っ
か

り
噛
む
こ
と
で
、
唾
液
の
分
泌
も
促

さ
れ
、胃
や
腸
で
の
食
べ
物
の
消
化
・

吸
収
も
よ
く
な
り
ま
す
。

　

20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が

で
き
、
味
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
以
上
の
歯
を
保
つ
こ
と
は
、

健
康
で
長
生
き
を
す
る
た
め
の
大
切

な
目
標
と
言
え
ま
す
。

　

図
１
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
物
を

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
必
要
な
歯

の
本
数
を
表
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
の
平
成
17
年
歯
科
実
態
調
査
に

よ
る
と
、
80
歳
の
一
人
の
平
均
歯
の

本
数
は
、
9.8
本
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
口
の
中
に
は
何
本
の

歯
が
あ
り
ま
す
か
？

斉
さいとう

藤　和
か ず し

志（　 小原）

水
み ず の

野　杏
あ ん な

菜（　 伊坂）

江
え が み

上　慈
し お ん

恩（　 伊萩）

梶
か じ た

田　諭
さ と し

史（　 川辺南団地）

久
ひさかわ

川　大
たいよう

洋（ 　堂迫団地）

森
もりもと

本ひかり（ 　朝日団地）

成
な る せ

瀬　健
け ん と

翔（ 　富の原台）

村
むらかみ

上　正
まさみち

道（　 龍門1区）

本
ほ ん だ

田　楓
ふ う ま

勝（　 北原）

東
ひがし

　涼
ず す か

風（　 上赤星）

福
ふ く ち

地　海
か い と

和（　 茂藤里）

　４月 16日（水）に旭志会場で、25日（金）に菊池会場で、
３歳児健診がありました。歯科検診の結果、むし歯がなかっ
た子どもさんを紹介します。（敬称略）

『
８
０
２
０
運
動
』を

ご
存
知
で
す
か
？

歯の健康展（入場無料）

と　き　６月８日（日）
　　　　午前 10時～午後３時
ところ　菊池郡市歯科医師会館
　　　　菊池市大琳寺 22
　　　　☎（24）7747
※アドバルーンを目印にお越しく
ださい。
内　容　歯の無料検診、相談、劇、
無料フッ素塗布、予防コーナー、
各種ゲーム（景品多数）、歯と健
康にやさしいおやつコーナー、む
し歯菌発見コーナー、食育など
問い合わせ先
　菊池市役所健康推進課
　☎（25）7219

●ガソリン
　スタンド

ココ
●トヨタカローラ熊本菊池店

ホンダプリモ
菊池

●

●

菊池市役所
◎　

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

上
う え だ

田　義
よしみつ

光（　 大迫）

芹
せりかわ

川　華
か り ん

鈴（　 片川瀬）

平
ひらやま

山　勝
か つ み

美（　 新明団地）

上
う え だ

田　翔
しょうた

太（　 伊坂）

井
いのうえ

上　晃
こういち

一（　 伊萩）

松
まつなが

永　駿
しゅんすけ

介（　 尾足）

中
なかむら

村　陽
よう

（　 妻越）

旭
志
会
場

○旭

○旭

○旭

○旭

○旭

○旭

○旭

○旭

○旭

○旭

松
まつおか

岡　拓
た く み

実（　 市野瀬）

荒
あ ら き

木　楓
ふ う と

斗（　 西正観寺）

野
の む ら

村　直
なお た ろ う

太郎（　 上長田）

宇
う の き

野木優
ゆ う た

太（　 滝・黒仁田）

稲
い な だ

田　彪
ひょう

（　 片角）

○菊菊
池
会
場

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

３歳児健診時
「むし歯なし」の子

おいしく食べるには20本以上の歯が必要！図1

20本以上

６～19本

０～５本

酢だこ
するめいか

たくあん

豚肉の薄切り

バナナ

おかゆ
うどん

豆腐

焼き魚

ナスの
煮浸し

歯周病が体に及ぼす影響図2

脳血管疾患
認知症

肺炎

関節炎

その他、
ガンや糖尿病等 骨粗しょう症 肥満

早産・低体重児

心臓病

あ な た の 歯 ぐ き は 大 丈 夫 ？
歯周病チェック
次の項目の当てはまるものの（　　）に、○をつけてみてください。
（　　）歯ぐきに赤く腫れた部分がある。
（　　）口臭がなんとなく気になる。
（　　）歯ぐきがやせてきたみたい。
（　　）歯と歯の間にものがつまりやすい。
（　　）歯をみがいたあと、歯ブラシに血がついたり、すすいだ水に血が混じることがある。
（　　）歯と歯の間の歯ぐきが、鋭角的な三角ではなく、おむすび形になっている部分がある。
（　　）ときどき、歯が浮いたような感じがする。
（　　）指でさわってみて、少しグラつく歯がある。
（　　）歯ぐきから膿が出たことがある。

（○）がない場合
　歯周病の可能性は低いようです。これから
もきちんと歯みがきを心がけ、少なくとも一
年に一回は歯科健診を受けましょう。

（○）が１～２個の場合
　歯周病の可能性があります。まず、歯みが
きのしかたを見直しましょう。念のため、か
かりつけの歯科医院で、歯周病でないかどう
か、歯みがきがきちんとできているかどうか、
確認してもらいましょう。

（○）が３～５個以上の場合
　初期あるいは中程度以上の歯周病が進行し
ているおそれがあります。早めに歯科医院を
受診しましょう。

　

む
し
歯
は
、
歯
垢
中
の
む
し
歯
菌

が
、
糖
類
（
甘
い
食
べ
物
）
を
分
解

し
て
作
っ
た
酸
に
よ
っ
て
、
歯
が
溶

け
て
い
く
病
気
で
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
垢
中
の
歯
周
病
菌

が
原
因
で
歯
ぐ
き
や
歯
を
支
え
て
い

る
骨
（
歯
槽
骨
）
が
溶
け
、
根
元
か

ら
抜
け
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
む
し

歯
に
比
べ
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に
進

行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
菊
池
市
で
行
わ
れ
た
40
歳

〜
70
歳
ま
で
の
歯
周
疾
患
健
診
で
も
、

自
覚
症
状
が
ま
っ
た
く
な
い
人
の
中

で
、
歯
ぐ
き
の
状
態
が
健
全
だ
っ
た

と
い
う
人
は
、
わ
ず
か
に
７
％
の
み

で
し
た
。

　

歯
は
食
べ
物
が
出
会
う
最
初
の

「
消
化
器
」
で
あ
る
だ
け
に
、
歯
を

失
う
と
、
か
ら
だ
全
体
に
大
き
な
影

響
が
及
び
ま
す
。
特
に
、
歯
周
病
は

図
２
の
よ
う
に
、
全
身
の
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

歯
を
失
う
主
な
原
因
は

む
し
歯
と
歯
周
病
で
す

　6月4日（水）～10日（火）は、歯の衛生週間です。
　今年度は『ありがとう　いつもはたらく　歯に感謝』をスローガンに、各地で歯科健
診ほかイベントが行われます。
　この機会に自分の歯を見直してみましょう。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）7219 健康だより

○旭

○泗

○泗

○泗

判　定

　歯周病は、早く見つければ、ていねいな
歯みがきで治ることもあります。
　自分に合った歯みがきの方法を歯科医
師や歯科衛生士にアドバイスをしてもらい、
年に１～２回は歯科医師に健診してもらう
ことで歯周病は防げます。
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新着図書情報

30%の幸せ 内海隆一郎　著
古道具屋に巡ってきたカメラに残されていたフィルム。そこに
映っていたのは、病院のベッドに腰掛けた母親が赤ん坊に頬ず
りしている様だった。手がかりは壁に貼られた「昭和 46年４月
28日　出生　命名　昭夫　長男」そこから写真の主を探すこと
に・・・。切り取られた街角の片隅の小さな物語を短編の名手
が描き出す。静かに心にしみる一冊。

手拭い弁之助 南原幹雄　著
手拭い一本を武器にして、裏社会の悪を懲らす芝居茶屋の主、
江戸屋弁之助。遊び仲間の目明し鶴吉とともに芝居興行に絡ん
だ犯罪を暴いていく・・・。江戸の人情を余すことなく描きだ
した傑作小説。

奇縁まんだら 瀬戸内寂聴　著
生きるということは、日々新たな縁を結ぶというこ
と。物書きになり、個性の際立った数々の作家たち
との出会いが、今となっては宝物の様に有り難いと
語る著者。三島由紀夫、谷崎潤一郎などの肉声を聞
き、飾らない表情を捉えた粋なエッセイ。横尾忠則
の挿画も見どころの一冊。

Re-born　はじまりの一歩 伊坂幸太郎 ほか
受験に失敗し、何とか決まった大学へは足が遠のいていた克彦。
プールに通うことで気を紛わす日々。ひょんなことから初老の
男、佐山の泳ぎをコーチすることになり、この出会いが彼を変
えていくことに。迷い、揺れ、苦しんだ末に選びとった、「これ
が私の生きる道」とは。今、注目の７人の作家が描く、それぞ
れの新たな出会いと出発の物語。

これだけは知っておきたい日本の家ねずみ問題 矢部辰夫　著
1990 年代以降、クマネズミは都心のビルだけでなく住宅街にも
移り住むようになった。ネズミによる各種の被害と彼らの生態
の関係を明らかにし、今後の駆除・防除手段として生かせるよう、
研究を通して確かめた事実を紹介した本。

徹底図解からだのしくみ 水野嘉夫　監修
科学の進歩により、新しい医療機器で人の体の細部まで見ること
ができるようになった。遺伝子レベルでの研究も進み、その知識
は、医療に応用され様々な治療に役立っている。豊富なイラスト
と解説により、多面的見方から私達の体について説明し、健康の
保持に役立つ本。

そらまめとわらとすみ 川上越子　絵
一緒に旅に出たそらまめと、わらと、すみ。しばらく行くと川
に突き当たってしまいました。渡れずに困っていると、わらが
いいことを思いついて・・・？そらまめの腹にはどうして黒い
筋が通っているのかを伝える日本伝承のむかしばなし。軽快な
文章でくりかえし楽しめる絵本。

フュージョン 濱野京子　著
どこへ行きたいんだろう、あたし。違う、帰りたくないだけだ。
中学２年生の朋花は、イライラした気持ちを晴らすため今日も
ひたすらペダルを漕ぐ。目的地もないままたどり着いた公園に
は、２本の縄を軽快に飛ぶ同級生の超優等生とヤンキーがい
た！？いま人気のスポーツを題材に、少女たちの成長を描いた
感動のYA小説。

先生と老犬とぼく ルイス・サッカー　作
担任の先生が留守の間、老犬ウォルドーの世話をたのまれたマー
ヴィン。はじめてのアルバイトに、友達からもうらやましがら
れ、はりきって先生の家に向かいます。しかし、なぜかウォル
ドーはまったく餌を食べてくれなくて・・・。マーヴィン・レッ
ドポストシリーズ４作目。

キャベツ 石井睦美　著
大学生のぼくの趣味は、料理と読書と妄想。どれも父を亡くし、母
が働き出してからはじめた。今日も主婦になったつもりで夕ご飯
の準備をする。ある日、妹が可愛らしい友人を連れて来た。妹がそ
の友人とデートするように勧めてきて、ぼくは困惑した。

泗水図書館

中央公民館図書室

らいおんのがお てらむらてるお　文 /ただひろし　絵
らいおんの「がお」は、いじめっこなので、誰も一緒に遊ぼう
とはしなかった。がおは、バナナを食べさせたら、誰かが遊ん
でくれるのではないかと考え、うさぎをさそった。しかし、うさ
ぎは逃げようとする。そこで、がおは逃げるうさぎをつかまえ
て・・・。

しろい虹 石田千　著
幼稚園の頃、はじめて覚えた花の名前は、桜でもチューリップ
でもなく、幼稚園にあった泰山木の花だった。白い花を見つけ
るたびに、その大きな幹に抱きついた。紙で作った花をバラで
はなく泰山木だと言い張り、ケンカしたあのころ。何気ない日
常を描いたエッセイ集。

フラミンゴの家 伊藤たかみ　著
別れた妻が入院することになり、一夏だけ娘を預か
ることになった正人。少しでも好印象をもたれよう
と普段は着ないポロシャツ姿で、駅に迎えに行った
が、自慢の愛車を見た娘は呆れてしまう。滑稽であ
りながらも、切ない家族の物語。

なかなおり
シャーロット・ゾロトウ　文 /アーノルド・ローベル　絵
じゃあじゃあ降りの雨の朝、パパがお出かけのキスを忘れたの
でママは息子にやつあたり。息子は姉さんにやつあたり、姉さ
んは友人に・・・と不機嫌は広がっていきます。ところが、あるきっ
かけによって仲直りの連鎖へ。本当は誰でも「仲良し」が好き
なのに、どうしてけんかや仲たがいが起きるのかがわかる絵本。

ケーキやさんのゆうれい
ジャクリーン・K・オグバン　作 /マジョリー・プライスマン　絵
町一番のケーキ屋だったコーラ・リーは、売り
に出された店にゆうれいとなって現れる。そん
な時、船のシェフだったアニーが登場し、ゆう
れいと取引する。ゆうれいの嫌がらせはコミカ
ルで、次々と焼かれるケーキはどれもおいしそ
う。ホロリとする結末が待っています。最後に、
ゆうれいもよろこぶケーキレシピ付きの絵本。

愛するあなたへの悪口 村松知視　編
「おい息子　嫁さんまだか　あれこれお前が使ってる　あれは俺
の恋女房」これは静岡県島田市御陣屋稲荷、通称「悪口稲荷」
で毎年開催される「愛するあなたへの悪口コンテスト」の入選作。
思わず笑いがこぼれる秀作ぞろい。審査委員長の作家村松友視
の選評も味わい深い一冊。

あ～勘違い運転術　あなたがやってるダメ運転、キケン操作・・・ 
山口宗久　著

今日、無事家に帰ることができても、明日同じよ
うに無事過ごせる保証はない。車を運転するとい
うことは、危険の隣りに身を置くこと。交通事故
で取り返しのつかない損傷を負わなくてすむよう
に、安全で快適に車を楽しめる鉄則を、直感的に
習得できる一冊。

親子で身体いきいき古武術あそび
岡田慎一郎　著

筋力に頼らず、身体に負担をかけない。そんな古
武術を参考にした親子で楽しめる遊びの数々を紹
介。綱引きで勝つ秘訣や上手な転び方、疲れにく
い動き方のコツなどを、「小さな力で大きな力を
出す」「疲れない」「ケガをしなくなる身体の使い
方」の各章ごとに学べる一冊。

潜水服は蝶の夢を見る ジャン =ドミニック・ボービー　著
ELEE の名編集長として、世界を駆け回っていた
42歳のジャン =ドミニック。ある日突然、脳出血
で倒れ「ロックトイン・シンドローム」という難病
で身体的自由を奪われてしまう。唯一動くのは左目
だけ。その瞬き 20万回で綴られた、大切な友達や
家族への想いが詰まった人生へのラブレター。昨年
のカンヌ映画祭監督賞受賞の話題作。

産める国フランスの子育て事情‐出生率はなぜ高いのか‐
牧陽子　著

少子高齢化が進む日本にとって「少子高齢化対策」は国の大き
な問題。「子どもがほしい」と思ったとき、日本は産みやすい、
育てやすい社会だろうか。高い出生率で注目を浴びているフラ
ンスで出産、子育てを経験した著者が本当の「産める理由」を
紹介した一冊。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ６月の予定

　

物
語
の
最
初
と
最
後
に

効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る

太
鼓
の
音
「
デ
デ
ツ
ク　

デ
デ
ツ
ク　

デ
デ
ツ
ク
デ

ン
」
が
印
象
的
な
こ
の
物

語
は
、
鬼
の
聖
域
『
穢け

が

れ

の
園
』
に
迷
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
薬
師
の
娘
・
蓮
と

そ
こ
で
出
会
っ
た
一
人
の

童
子
と
の
お
話
で
す
。

　

秋
祭
り
に
再
会
す
る
と

い
う
約
束
を
果
た
せ
な
い

ま
ま
月
日
は
流
れ
、
村
人

と
鬼
と
の
争
い
が
始
ま
り
、

２
人
は
・
・
・
。

　

元
々
は
太
鼓
舞
踊
劇
用

に
作
ら
れ
た
脚
本
の
絵

本
版
だ
そ
う
で
、
文
章
も
、

あ
え
て
明
確
な
表
現
を
せ

ず
、
読
む
人
の
想
像
に
任

せ
て
は
い
ま
す
が
、
毎

回
読
む
た
び
に
最
期
の
悲

し
い
結
末
に
た
ど
り
つ
き
、

必
ず
涙
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

村
で
の
流
行
病
を
治
す

た
め
と
は
い
え
、
鬼
の
聖

域
に
入
り
、
だ
ま
し
打
ち

に
す
る
村
人
は
ち
ょ
っ
と

許
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

村
人
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら

れ
た
鬼
は
蓮
に
爪
を
立
て

ず
、
蓮
は
傷
つ
い
た
鬼
に

や
さ
し
く
振
る
舞
う
と
こ

ろ
が
と
て
も
悲
し
く
感
動

的
で
し
た
。
人
の
や
さ
し

い
気
持
ち
も
育
ん
で
く
れ

る
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の

人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
で
す
。

私
の
推
薦

中
なかむら

村朱
あけ み

實さん
（　　高柳）　

ガーデニング写真募集中
６月１日（日）から６月 29日（日）
まで、野の花やガーデニングの写
真を展示しています。期間中は引
き続き写真を募集していますので、
展示希望の人はカウンターまでお
持ちください。（泗水図書館）

お楽しみ会
６月 15 日（日）午後２時か
らのお楽しみ会は七夕の飾り
つけをします。どなたでもお
気軽にお越しください。
（泗水図書館）

熊本にも縁のある作家・
小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）の
誕生日
日本をこよなく愛した、文芸評論家で随筆家、小説
家でもあった小泉八雲は、1850 年６月 27 日、ギ
リシャに生まれました。もとは、ラフカディオ・ハー
ンと言います。アイルランドで育った八雲は、19
歳のときにアメリカに渡り、新聞記者となりました。
1890 年、新聞社の通信員として来日した八雲でし
たが、島根県で中学校の教員となりました。その後、
第五高等学校（いまの熊本大学）、東京大学で英米文
学を教えながら、日本の風俗や伝説を研究し、日本
を海外に紹介しました。日本の古典や民話を元にし
た短篇集『怪談』には、「むじな」や「雪女」などが
入っています。（中央公民館図書室）

花ハ
ナ　

鬼オ
ニ

藤
沢
大
介
・
作
、小
林
敏
也
・
画

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

1 日 閉室日 閉室日 閉室日
2 月 休館日
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土 閉室日
8 日 閉室日 閉室日 閉室日
9 月 休館日
10 火
11 水
12 木
13 金

14 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会のおは
なしかい
11:00 ～

15 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会
14：00～

16 月 休館日
17 火
18 水
19 木

20 金
おはなしの
部屋
11:00 ～

21 土 閉室日
古典を楽しむ
会
14:00 ～

22 日 閉室日 閉室日 閉室日
23 月 休館日
24 火
25 水
26 木
27 金

28 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会のおは
なしかい
11:00 ～

29 日 閉室日 閉室日 閉室日
30 月 休館日
1 火 休館日

○旭
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せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

４
月
例
会

山
々
を
揺
り
起
こ
し
け
り
春
一
番 

五
丁　

義
昭

山
鳩
の
声
に
目
覚
め
し
床
の
中 

服
部　

静
子

春
の
月
汀
女
の
名
句
称
え
も
し 

坂
本
ま
つ
え

庭
藤
の
白
目
に
残
し
入
院
す 

藤
本　

邦
浩

雨
の
窓
花
の
別
れ
を
惜
し
み
も
し 

村
山　

数
恵

今
朝
の
夢
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
で
あ
れ
か
し
と

 

藤
本
ア
ツ
子

た
ん
ぽ
ゝ
の
絮わ

た
げ毛
気き

ま
ま儘
な
旅
に
出
る 

寺
本　

和
子

新
牛
蒡
刻
む
香
り
の
満
つ
厨 

内
村　

泊
虹

緑
一
色
桜
並
木
も
遅
れ
じ
と　
　
　

（
中
三
）
渡
辺
大
寿

日
ざ
し
受
け
田
圃
の
上
を
翔
ぶ
つ
ば
め（

中
三
）
渡
辺
一
史

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

４
月
例
会

見
て
み
た
か　

宇
宙
基
地
か
ら
ふ
る
里
ば 

続　
　

義
昭

見
て
み
た
か　

い
く
ら
包
ま
し
た
つ
だ
ろ
か 

井
手　

水
光

一
安
心　

媽
の
決
裁
取
り
付
け
た 

神
尾　

凡
骨

ぜ
い
た
く
な　

洗
濯
し
な
し
う
し
て
ら
す 

御
手
洗
三
代

こ
す
た
く
り
ん　

寄
付
取
り
行
く
と
は
っ
て
か
す

 

清
原　

英
坊

見
て
み
た
か　

女
心
の
奥
底
を 

吉
岡　

三
水

見
て
み
た
か　

生
き
と
る
内
に
嫁
ら
ん
ね 

中
島　

五
女

見
て
み
た
か　

ひ
孫
の
結
婚
す
る
姿 

宮
上　

美
由

一
安
心　

ど
ぐ
ら
息
子
に
嫁
も
ろ
て 

平
井　

江
彩

一
安
心　

媽
も
よ
か
顔
し
と
る
朝 

柏
原　

乗
仏

ぜ
い
た
く
な　

回
ら
ん
寿
司
が
え
え
て
言
う

 

山
隈　

好
茶

七
城
短
歌
会
　
　
　

４
月
詠
草

失
明
の
世
を
怖
が
り
て
医
師
の
指
示
素
直
に
受
け
と
め
目

薬
を
差
す 

佐
　々

重
弘

奥
津
城
に
手
合
わ
せ
祈
る
折
も
折
り
鶯
こ
と
さ
ら
寄
り
来

て
啼
く
も 

水
田
紗
陽
子

菜
の
花
と
桜
が
咲
き
満
つ
堤
防
を
友
と
賞
で
つ
つ
漫
ろ
に

歩
む 

緒
方　
　

寛

遠
く
住
む
嫁
に
送
る
と
裏
山
で
摘
み
た
る
蕨
仕
上
ぐ
と
灰あ

汁く

抜
く 

下
川　

つ
ぎ

人ひ

と間
よ
り
も
強

し
た
た

か
な
り
や
コ
ン
ク
リ
の
庭
割
り
蓬

よ
も
ぎ

顔
の
ぞ

か
す
る 

岩
崎　

照
代

残
し
た
き
枝
と
思
へ
ど
雨
毎
の
通
せ
ん
ぼ
う
に
鋏
を
と
り

ぬ 

村
上　

幾
雄

朝
日
受
く
浅
瀬
を
は
や
み
踊
る
波
キ
ラ
キ
ラ
眩
し
足
と
ど

め
た
り 

吉
間　

充
子

春
嵐
去
り
た
る
庭
の
吹
き
だ
ま
り
掬
え
る
ま
で
の
桜
花
び

ら 

高
木　
　

精

庭
に
春
さ
そ
う
雪
柳
連
な
れ
る
白
き
小
花
が
ゆ
る
る
か
揺

れ
る 

岩
津　

涼
子

薬
師
堂
の
桜
満
開
そ
の
下
に
佇
ち
て
暫
く
う
ら
う
ら
と
居

り 

松
岡
ミ
チ
エ

旭
志
文
芸
俳
句
会
　

４
月
詠
草

は
か
ら
ず
も
露
天
風
呂
待
つ
春
の
月 
芹
川　

蓉
子

鞍
岳
下
風
全
身
に
受
け
春
耕
す 

水
谷　

ミ
ネ

沈
丁
花
の
香
に
誘
わ
れ
て
友
を
訪
う 

東　
　

芳
子

大
役
を
終
へ
た
る
今
日
や
春
う
ら
ら 

中
尾
ヨ
シ
コ

雑
木
山
の
芽
吹
き
明
る
し
微
風
あ
り 

芹
川
の
り
子

花
吹
雪
先
祖
祭
り
皆
集
ふ 

出
田
み
ど
り

広
報
文
芸
き
く
ち

高
齢
者
大
学
文
芸
部　

５
月
歌
会

枯
れ
果
て
し
鉢
と
思
ひ
て
重
ね
し
を
季
節
忘
れ
ず
百
合
の

芽
覗
く 

川
口　

敦
子

花
冷
え
の
荒
れ
た
る
庭
の
日
だ
ま
り
に
黄
色
の
水
仙
群
咲

き
て
を
り 

荒
木　
　

幸

城
山
の
桜
並
木
は
花
満
ち
て
友
と
連
れ
立
ち
仰
ぎ
つ
つ
ゆ

く 
宮
本
サ
チ
子

馬
酔
木
の
花
白
き
が
ま
ま
に
散
る
庭
の
昏
れ
な
ず
み
つ
つ

深
く
鎮
も
る 

岡
本　

ト
シ

丸
き
背
に
鶏と

り

の
餌
運
ぶ
わ
れ
を
真
似
曾
孫
よ
た
よ
た
腰
曲

げ
つ
き
来 

山
下　

菊
代

桜
の
下
今
日
の
ご
縁
を
温
め
て
相
良
観
音
石
段
の
ぼ
る　

 

岩
木
タ
エ
子

荒
畑
は
ピ
イ
ピ
イ
草
に
踊
子
草
蝶
も
舞
ひ
ゐ
て
春
は
酣　

 

氏
岡　

百
枝

百
歳
の
峠
を
登
る
百
枝
さ
ん
自
作
自
演
の
踊
り
し
な
や
か

 

今
坂　

文
子

桜
木
の
青
葉
の
続
く
城
山
を
登
れ
ば
吾
も
青
く
染
ま
り
ぬ

 

雲
田　

郁
子

後
期
高
齢
者
な
ど
と
ふ
名
称
い
た
だ
き
て
い
さ
さ
か
戸
惑

ふ
九
十
半
ば
を 

梅
野
カ
ヲ
ル

万
句
の
里
俳
句
会
　

４
月
句
会

天
も
地
も
恍
惚
と
し
て
花
の
中 

丸
山
美
代
子

死
ぬ
事
も
明
る
く
話
す
花
莚 

打
出　
　

貞

し
づ
心
育
ち
ゆ
く
も
の
花
の
下 

隈
部　

輝
子

山
里
や
極
楽
浄
土
百も

も
ち
ど
り

千
鳥 

田
島　

房
子

賑
や
か
な
声
往
き
来
し
て
つ
ば
く
ら
め 

加
藤　

妙
子

惜
し
ま
れ
つ
相
好
崩
し
牡
丹
か
な 

北
村　

妙
子

夜
も
す
が
ら
潮
騒
の
音
東こ

ち風
強
し 

平
山　

邦
子

石
人
の
顔
も
和
め
る
つ
つ
じ
園 

宮
本　

雅
子

威
勢
よ
く
烏い

か賊
釣つ

り
ぶ
ね船
の
帰
り
き
し 

林　

ま
つ
子

香こ
う
え
ん煙
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
花
の
寺 

冨
田　

幸
子

古
里
や
母
の
命め

い
に
ち日
木
の
芽
和
へ 

茨
木　

幸
子

一い
ち
か
し
ん

佳
信
春
愁
い
つ
か
消
さ
れ
け
り 

松
永　

久
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

せ
か
ら
っ
さ　

ヘ
ル
パ
ー
入
れ
に
ゃ
身
が
持
た
ん

 

須
藤　

新
生

委
員
会　

本
会
議
よ
り
面
白
エ 

小
川　

繁
美

温
暖
化　

考
え
よ
っ
と
寒
う
な
る 

光
堀　

善
教

隣
り
部
屋　

動
物
園
で
寝
た
ご
た
る 
狩
野　

本
六

温
暖
化　

阿
蘇
ま
で
海
に
ゃ
な
ら
ん
ど
う 
東　
　

哲
哉

せ
か
ら
っ
さ　

娑
婆
の
テ
ン
ポ
の
早
過
ぎ
る 

藤
由　

藤
紫

分
か
ら
ず
屋　

子
供
の
ま
ん
ま
太
っ
と
る 

田
中　

孝
幸

サ
ス
ペ
ン
ス　

家
族
も
い
つ
か
探
偵
家 

高
木　

房
惠

分
か
ら
ず
屋　

合
食
ち
ゅ
う
ち
食
わ
ん
母 

窪
田　

明
徳

委
員
会　

行
政
よ
り
の
顔
ば
か
り 

米
岡　

末
房

分
か
ら
ず
屋　

ハ
イ
て
言
う
道
知
ら
っ
さ
ん 

田
尻　

浩
風

せ
か
ら
っ
さ　

孫
は
三
日
で
帰
し
た
つ 

藤
野　

清
子

泗
水
短
歌
会
　
　
　

４
月
詠
草

影
見
え
ず
雲
雀
の
声
の
い
と
ま
な
し
野
焼
き
の
土
手
も
芽

吹
き
始
め
る 

大
島　

き
と

ポ
ケ
ッ
ト
に
両
手
預
け
て
花
仰
ぐ
亡
夫
を
置
き
た
り
落
花

の
庭
に 

吉
安　

永
子

五
十
年
の
蘇
鉄
一
本
庭
の
主
酷
寒
酷
暑
も
厭
は
ず
枯
れ
ず 

 

福
原
美
智
子

奥
津
城
の
桜
満
開
三
十
本
先
祖
祭
に
い
よ
よ
華
や
ぐ

 

内
田
つ
ね
代

六
十
余
年
今
な
お
水
面
に
浮
か
び
く
る
ア
リ
ゾ
ナ
号
の
油

か
は
た
ま
た 

高
藤
タ
ツ
ノ

青
空
に
映
え
て
桜
は
咲
き
満
て
り
木
下
に
仰
げ
ば
母
の
ま

ぼ
ろ
し 

中
山　

定
子

子
や
孫
と
薩
摩
路
の
旅
幾
年
振
り
何
度
訪
い
て
も
知
覧
に

涙
す 

長
尾
は
る
み

在
り
し
日
に
夫
と
ド
ラ
イ
ブ
せ
し
鞍
岳
に
今
年
も
馬
酔
木

の
鈴
ふ
る
頃
か 

平
嶋
き
く
え

出
水
の
つ
る
飛
翔
の
姿
遠
く
見
て
風
光
明
媚
な
桜
島
へ
と 

 

宮
本　

峯
子

広
報
文
芸
き
く
ち
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５
月
に
各
家
庭
へ
送
付
し
た
「
健

診
申
し
込
み
書
」
の
提
出
期
限
は
５

月
23
日
（
金
）
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
、
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
６

月
10
日
（
火
）
ま
で
受
付
を
し
ま
す

の
で
、
早
急
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

提
出
方
法　
「
健
診
申
し
込
み
書
」

と
一
緒
に
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用

封
筒
（
料
金
不
要
）
に
入
れ
て
返
送

す
る
か
、
菊
池
市
役
所
健
康
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
へ
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
は
、
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、
肝

硬
変
や
肝
が
ん
へ
の
進
行
を
防
ぐ
こ

と
や
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
20
年
４
月
22

日
か
ら
、
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
の
治
療
を
目
的
と
し
た
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
必
要
な
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

■
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療

•
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
除
去
を
目
的
と
し
て
行
う
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
、
お
よ
び
こ

の
治
療
を
行
う
た
め
に
必
要
な
医

療
で
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
保
険
診
療
以
外
の
費
用
や
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
と
関
係
の
な

い
治
療
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
入
院
中
の
食
事
代
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
の
対
象
と
な
る
人

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
、

県
に
申
請
を
行
い
、
認
定
を
受
け
た

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
前
記
の
「
助
成
の
対
象
と
な
る
医

療
」
を
現
在
受
け
て
い
る
人
、
ま

た
は
受
け
る
予
定
の
人

○
熊
本
県
内
に
お
住
ま
い
の
人

　
（
住
民
票
上
の
住
所
が
熊
本
県
内

　

毎
年
６
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届

の
提
出
月
で
す
。
現
況
届
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
、
６
月

30
日
（
月
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ

た
り
す
る
と
、
６
月
分
以
降
の
支
給

が
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
月
か
ら
５
月
分
の
児
童

手
当
は
、
６
月
10
日
（
火
）
に
指
定

口
座
に
振
り
込
む
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
望
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
に
悩
む

夫
婦
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
不
妊

治
療
に
関
す
る
相
談
や
不
妊
に
よ
る

心
の
悩
み
な
ど
に
対
し
て
専
門
相
談

員
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

実
施
機
関　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン

タ
ー（
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
内
）

内　

容

○
電
話
相
談

　

平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
３
４
０

　
　
（
専
用
）

○
来
所
（
面
接
）
相
談

　

第
４
金
曜
日
（
平
日
）
の

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

※
来
所
相
談
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
約

が
必
要
で
す
。

料　

金　

無
料

電
話
対
応
者

　

電
話
相
談
は
、
専
門
相
談
員
（
助

産
師
な
ど
）
が
対
応
し
、
必
要
に
応

じ
て
来
所
に
よ
る
面
接
相
談
に
産
婦

人
科
医
師
が
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
３
４
０

　

身
体
障
が
い
者
（
児
）
巡
回
相
談

と
は
、県
内
の
身
体
障
が
い
者
（
児
）

を
対
象
に
、
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談

所
が
行
う
も
の
で
す
。
専
門
の
医
師

や
身
体
障
害
者
福
祉
司
が
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
補
装
具
利

用
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

巡
回
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
期
日
ま
で

に
菊
池
市
役
所
福
祉
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
民
生
課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

巡
回
相
談
実
施
日

　

６
月
19
日
（
木
）

実
施
場
所

　

山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
日

　

６
月
10
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
、
各
総
合
支
所
民
生
課

○
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
主
催

　
「
座
・
ま
り
あ
」

と　

き　

６
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

内　

容　

か
わ
い
い
人
形
の
お
話
や

手
遊
び
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

○
す
く
す
く
ク
ラ
ブ

　
「
乳
幼
児
の
歯
の
健
康
指
導
」

と　

き　

６
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

内　

容　
「
歯
」
を
健
康
に
守
っ
て

い
く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

を
、
楽
し
く
分

か
り
や
す
く

話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
の
今

後
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
、

話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物　

歯
ブ
ラ
シ
・
タ
オ

ル
・
コ
ッ
プ

※
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
、
対
象

は
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
保
護
者

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

と　き　６月６日（金）
午前９時 30分
　～午前 11時 30分 /
午後０時 30分～午後４時
ところ　泗水総合支所
内　容　400ml 献血
　現在、400ml 献血の需要が
大変大きくなっています。また、
薬を飲んでいる人でも、献血を
お願いできる場合もあります。
皆さんの温かいご協力をお願い
します。
　献血の安全性向上のため、運
転免許証などの身分証明証によ
る本人確認をお願いしています。
また、献血カードを持っている
人は、一緒に持参してください。
問い合わせ先
　健康推進課健康推進係

献血のご協力を
お願いします

健
診
申
し
込
み
書
は

提
出
し
ま
し
た
か
？

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
医
療
費
の
助
成
制
度

　健康の３本柱といわれる「栄養・休養・運動」は、生命を維持し、私
たちが健康で幸福な生活を送るために欠かせないものです。飽食の時代
といわれる今、食べすぎや運動不足による肥満、生活習慣病などの増加
は大きな問題となっています。
　そこで、菊池市では、食生活を中心とした健康づくり活動を行うボラ
ンティア（食生活改善推進員）を養成するための「ヘルスアップ教室」
を開きます。
　この機会に楽しく学び、ボランティア活動をしてみませんか？食生活
や健康に興味のある人は、ぜひ、ご参加ください。
期　間　７月～平成 21年３月
　　　　※毎月１回実施（年間９回）
時　間　午前９時 30分～午後１時
場　所　泗水公民館
参加費　無料
内　容　講義・実技・調理実習（試食）
申込先　健康推進課、各総合支所民生課（電話でも結構です）
申込締切　６月 25日（水）まで
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

の
人
）

○
各
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
そ
の
扶
養
家
族
の
人

■
認
定
の
手
続

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
必
要
書
類

を
、
お
住
ま
い
の
地
域
を
管
轄
す
る

保
健
所
へ
申
請
し
、
知
事
の
認
定
を

受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
（
25
）
４
１
３
８

ヘルスアップ教室に参加しませんか
参加者募集

期　日 平成 20年度教室内容
７月８日（火） 開講式　講演会
８月 18日（月） 栄養ってなぁんだ？
９月 17日（水） 食べ物と身体
10月 20日（月） さあ身体を動かそう！（健康づくりと運動）
11月 17日（月） 生活習慣病を予防しようⅠ
12 月 15日（月） 心の健康（生活リズムとストレス）
１月 19日（月） 生活習慣病を予防しようⅡ
２月 16日（月） 歯の健康について
３月 16日（月） 閉講式

※都合により、日程は変更する場合があります。

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

熊
本
県
で
は
不
妊
専
門
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
平
成
20
年
度
不
妊
専
門
相
談
事
業
）

身
体
障
が
い
者（
児
）
巡
回
相
談

児
童
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　月：破傷風

　火：陥入爪（爪が食い込む病気）

　水：赤ちゃんのよだれ

　木：幼児の矯正治療について

　金：C型肝炎について

土日：男性の更年期障害

 ６月の　　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）
モシモシモシモシモシモシ

　次に該当する人は、同封の必要書類を指定され
た日までに提出いただければ、これまでと同様に
児童扶養手当を受給することができます。

　上記の１～５に該当しない人は、指定された日
までに問い合わせ先の窓口まで相談にお越しくだ
さい。
※所得や家族の状況などに変更があった場合はこ
の限りではありません。
※認定申請時に３歳未満の児を養育している場合
は該当しません。
※この手続きを行わなかった人は、平成 20年４
月分からの手当額の一部が支給停止となる可能
性があります。
※指定された日は通知に明記してあります。
問い合わせ先　子育て支援課、各総合支所民生課

１. 就業している
２. 求職活動などの自立を図るための活動を
している

３. 身体上または精神上の障害がある
４. 負傷または疾病などにより就業すること
が困難である

５.あなたが監護する児童または親族が障害、
負傷、疾病、要介護状態などにあり、あ
なたが介護する必要があるため、就業す
ることが困難である。

「児童扶養手当受給に関する
重要なお知らせ」の通知が

届いた皆さんへ

14｜広報きくち｜2008 JUNE
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わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　わいふ一番館　�（24）6630

問い合わせ先  ☎（23）1155
夢 美 術 館 情 報

●グループ藍写真展

期間 : ６月 11日（水）～６月 22日（日）

●絵手紙展

期間 : ６月 26日（木）～７月９日（水）

※６月 24日（火）は休館日

菊池市あじさい愛好会（後藤公也）

期間：６月３日（火）～６月８日（日）

　会員が大切に育てたあじさいを展示し、
また花の管理、剪定および技術指導も行い
ますので、ぜひお越しください。

あじさい展 　６月初めに長期入院中または、介護認定を受けて
いる人を除く 65 歳以上の高齢者の皆さんへ「基本
チェックリスト」を郵送します。記入もれがないよう
に注意して、同封の返信用封筒にて、必ず返送ください。
　「基本チェックリスト」は、高齢者の皆さんの日常
生活の様子や生活動作の状態などについての質問表で、
これをもとにして介護予防事業を実施していきます。
問い合わせ先　生きがい推進課包括支援係

65歳以上の皆さんへ
「基本チェックリスト」を返送ください

森勇幸酒店

期間：６月10日（火）～７月13日（日）

　昔使われていた酒だるの収集展です。大
正末期頃姿を消したという焼き物の酒だる
を大小60個も収集し珍品ぞろいです。

森コレクション
懐かしの陶器酒だる展

認
知
症
の
人
の
心
理
状
態

　

認
知
症
に
な
っ
た
人
は
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

認
知
症
に
な
れ
ば
、
何
も
分
ら
な

く
な
り
、
不
安
や
心
配
ご
と
が
な
く

な
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

は
間
違
い
で
す
。

　

で
は
、認
知
症
に
な
っ
た
人
の「
気

持
ち
」
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。

①
い
つ
も
不
安
を
抱
え
て
い
る

　

物
忘
れ
に
よ
る
失
敗
や
今
ま
で
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な

ど
、
以
前
の
自
分
と
は
違
い
何
と
な

く
お
か
し
い
、
ま
た
、
つ
い
先
ほ
ど

体
験
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
た

め
、
過
去
と
現
在
と
の
連
続
性
が
な

く
な
り
、
絶
え
ず
心
が
休
ま
ら
ず
不

安
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
自
分
」・「
思
い
出
せ
な
い
自
分
」

を
常
に
感
じ
、
大
き
な
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。

②
混
乱
状
態
に
な
り
や
す
い

　

記
憶
障
害
や
見
当
識
障
害
が
あ
る

た
め
、
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
状
態

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
ら
ず
混
乱

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
急
が
さ
れ
た
り
、
失
敗
し

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
と
ま
す
ま
す

混
乱
し
ま
す
。

③
う
つ
状
態
に
な
り
や
す
い

　

自
分
の
記
憶
が
失
わ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、
深
い
喪
失
感
を
感
じ

う
つ
状
態
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
は
、
そ
れ
ま
で
の
生

活
歴
や
病
気
に
よ
っ
て
、
ま
た
１
日

の
う
ち
で
も
心
理
状
態
は
変
わ
り
や

す
い
も
の
で
す
。認
知
症
の
人
の「
気

持
ち
」
を
理
解
し
、
介
護
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

介
護
す
る
人
が
、
認
知
症
の
人
の

不
安
を
取
り
除
く
よ
う
な
対
応
や

安
心
感
を
与
え
る
対
応
が
で
き
れ
ば
、

認
知
症
の
人
も
落
ち
着
い
て
、
そ
の

人
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

今
回
か
ら
筋
肉
・
バ
ラ
ン
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
、
３
秒
間
を
３
回
行

い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声
で
数
え
、

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し

な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
動

い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）
筋
肉

を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。
こ
の
体
操

を
す
る
時
は
、
必
ず
こ
れ
ま
で
紹
介

し
た
準
備
運
動
を
し
た
後
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

き
く
筋　

お
な
か
の
筋
肉

効　

果

○
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
寝
返
り
・
起
き
上
が
り
・
立
ち
上

が
り
な
ど
の
動
作
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

○
排
便
・
咳
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

注
意
点

○
床
に
両
足
を
し
っ
か
り
つ
け
ま

す
。

○
お
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
、
骨

盤
を
ま
っ
す
ぐ
に
起
こ
し
ま
す
。

○
あ
ご
を
引
く
よ
う
に
し
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

※
ゆ
っ
く
り
無
理
し
な
い
範
囲
で
必

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
椅
子
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
ペ

ア
（
２
人
組
）
を
つ
く
り
、
片
方

が
椅
子
を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
交

互
に
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

 
シ
リ
ー
ズ
⑱

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
㉑

〜
椅
子
編
〜

筋
肉
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
お
な
か
）

こ
ん
に
ち
は  

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

認
知
症
を
理
解
す
る
⑤

手
を
か
る
く
組
み
、
お
な
か
に
あ
て
ま
す
。
お

な
か
と
手
で
力
く
ら
べ
を
す
る
よ
う
に
お
互
い

に
力
を
入
れ
あ
い
ま
す
。

　菊池市では、平成 20年度金婚夫婦の表彰者を把
握するために、区長さんを通して調査をしています。
　次に該当する人は「金婚夫婦該当者の調査」の回
覧（５月１日区長さんへ配布済み）に、名前などの
記入をお願いします。回覧への記入漏れなどがあり
ましたら、ご連絡ください。
該当者　金婚夫婦（結婚満 50年）
　昭和 33年 1月 1日から 12月 31 日までに結婚
した夫婦
※平成 20 年 1 月 1 日以降、配偶者が亡くなった
人も対象です。
期　限　6 月 20日（金）まで
問い合わせ先　生きがい推進課高齢福祉係

金婚夫婦
該当者の
調査をしています

地域もあなたも楽しく、住み良いまちづくりを応援します研修生
募　集

　地域づくりの具体的な活動とは何か？何をどう始めればよいのかなど、グループ活動やネットワークづ
くりのヒントが満載の「男女共同参画社会づくり地域リーダー研修生」を募集します。

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

今
年
も
訪
問
介
護
員
養
成
講
座
（
２

級
課
程
）
を
実
施
し
ま
す
。
講
義
お

よ
び
実
技
は
す
べ
て
夜
間
（
土
・
日

を
除
く
）
に
行
い
ま
す
の
で
、
昼

間
働
い
て
い
る
人
も
受
講
で
き
ま
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

研
修
時
期
お
よ
び
期
間

講
義
お
よ
び
実
技　

７
月
２
日（
水
）

〜
９
月
17
日
（
水
）【
34
日
間
】

実　

習　

９
月
18
日
（
木
）

〜
10
月
８
日
（
水
）【
４
日
間
】

研
修
時
間　

１
３
２
時
間
（
講
義
58

時
間
・
実
技
42
時
間
・
実
習
32
時
間
）

研
修
場
所　

菊
池
市
福
祉
会
館
２
階

大
研
修
室
と
実
習
は
市
内
福
祉
施
設

募
集
定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

対　

象　

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

受
講
料　

４
５
、０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
６
、７
０
０
円
と
実
習
費
用

８
、０
０
０
円
込
み
）

申
込
期
間　

６
月
２
日
（
月
）

〜
６
月
20
日
（
金
）

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

　

七
城
支
所　

☎
（
25
）
５
０
１
０

　

旭
志
支
所　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　

泗
水
支
所　

☎
（
38
）
５
３
８
２

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
講
座
受
講
生
募
集

職　種　ケアマネジャー・保健師または経験のある看護師　1人
職務内容　要支援１・２の方のケアプラン作成
勤務時間　月に概ね 120時間（週 30時間程度）
報　　酬　月額　135,600 円
　履歴書を６月 16日（月）までに、市役所生きがい推進課包括
支援係提出してください。
問い合わせ先　生きがい推進課包括支援係

生きがい推進課包括支援係では
嘱託職員を募集してます

研修内容
事前研修　８月 26日（火）
　男女共同参画社会づくりに関する基礎的な学習
先進地研修　10 月 23日（木）
　　　　　　～ 26日（日）３泊４日
東京都および近辺県の施設を訪問し、施設担当者や講師
による講義を聴講します。また地域リーダーとして活動
している人との意見交換・交流も予定しています。
事後研修　１月９日（金）
　今後の活動に向けた学習及び討議
募集要項
募集締切　６月 20日（金）必着
募集対象　市内在住の 20～ 65 歳未満の男女で、全研
修に意欲をもって参加できる人。
募集人員　１人程度

応募方法　参加申込書に必要事項を記入の上、市役所男
女共同参画推進室または、各総合支所総務振興課まで提
出ください。参加申込書は男女共同参画推進室、各総合
支所総務振興課にあります。また、市のホームページか
らもダウンロードできます。
発　表　選考の上、７月末に県より通知します。
費　用　先進地研修に要する費用のうち、３分の１を県
が、残りを市が負担します。事前・事後研修の旅費は県
が全額負担します。
※研修を終えた人を、熊本県の「男女共同参画社会づく
り地域リーダー」として認定します。男女共同参画社
会づくりの推進役として県と連携をとりながら地域や
職場で活躍していただくことになります。

問い合わせ先　男女共同参画推進室

男女が共にアイディアを出し合い、楽しく住み良いまちにするために・・・
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で
す
。

こ
の
襲

撃
で
、

宮
部
鼎

蔵
・
松

田
重
助

ら
は
斬

殺
さ
れ
、
元
右
衛
門
は
「
短
刀
を
執

て
格
闘
」、「
殊
に
近
藤
勇
来
り
戦
ふ

（
中
略
）
互
に
鎬し
の
ぎを
削
り
」、
重
傷
を

負
わ
せ
て
、
包
囲
を
脱
出
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
髙
木
元
右
衛
門
は
、
七
月

十
九
日「
禁
門
の
変
」が
始
ま
る
と
、

長
州
藩
の
先
鋒
と
し
て
「
銃
丸
雨
の

如
く
迸
ほ
と
ば
しる
」
中
、「
双
刀
を
揮は
ら

ひ
」、

会
津
藩
兵
が
固
め
る
禁
門
に
突
入
。

飛
弾
は
、
元
右
衛
門
の
隔
（
胸
部
と

腹
部
の
間
）
や
股
を
貫
通
し
、
奮
戦

む
な
し
く
壮
絶
な
最さ
い
ご期
を
遂
げ
ま
し

た
。
会
津
藩
兵
は
、
そ
の
勇
猛
さ
に

感
じ
入
り
、「
首
級
を
挙
げ
ざ
り
し
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
辞
世
の
歌
は
、「
屍

を
ば
都
の
苔こ
け
に
埋
め
置
き
て
我
大
君

の
守
り
と
や
せ
む
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。（『
肥
後
先
哲
遺
蹟
』続
編・『
菊

池
郡
誌
』）

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、国
家
公
務
員
採
用III

種（
税

務
）
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

申
込
書
の
受
付
期
間

　

６
月
24
日
（
火
）
〜
７
月
１
日
（
火
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

第
一
次
試
験　

９
月
７
日
（
日
）

申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、

熊
本
国
税
局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務

署
に
備
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

•
人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

•
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

•
菊
池
税
務
署
総
務
課

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

INFORMATION

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）試
験
受
験
者
募
集

　

代
々
笛
師
の
髙
木
家
に
、
幕
末

高
木
元
右
衛
門
（
一
八
三
三
〜

一
八
六
四
）
が
輩
出
し
ま
す
。
元
右

衛
門
は
、
深
川
村
に
生
ま
れ
、
少
年

時
代
か
ら「
不ふ

羈き

」「
気
を
負
ひ
任
侠
」

「
軀く
か
ん幹
強
壮
」
で
、
武
技
、
特
に
剣

槍
の
術
に
優
れ
、
そ
の
名
声
は
肥
後

藩
中
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

尊
攘
の
志
が
厚
く
、
文
久
二

（
一
八
六
二
）
年
の
冬
、
細
川
護も
り

美よ
し

の
禁
門
警
備
に
従
っ
て
上
洛
、
翌
三

年
五
月
に
は
肥
後
藩
選
出
の
親
兵
と

な
り
、
八
月
十
八
日
の
政
変
で
は
、

長
州
に
都
落
ち
す
る
三
条
実さ
ね
美と
み
ら
七

卿
を
護
衛
す
る
た
め
、
小
坂
雄
宗
・

加
屋
時
雄
ら
と
と
も
に
脱
藩
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
三
条
実
美
の
命
に

よ
り
深
川
策
助
と
変
名
し
て
、
上
方

に
潜
行
、
情
勢
の
探
索
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

髙
木
元
右
衛
門
を
有
名
な
ら
し

め
た
の
は
、
京
都
で
の
元
治
元

（
一
八
六
四
）
年
六
月
の
「
池
田
屋

事
件
」
の
奮
戦
と
七
月
の
「
禁
門

（
蛤は
ま
ぐ
り
ご
も
ん

御
門
）
の
変
」
の
果
敢
な
戦
死

で
し
た
。

　

池
田
屋
事
件
と
は
、
近こ
ん
ど
う
い
さ
み

藤
勇
・

土ひ
じ
か
た方
歳と
し
ぞ
う三
ら
の
率
い
る
新
撰
組
が
、

池
田
屋
に
会
合
し
た
長
州
・
土
佐
・

肥
後
藩
の
尊
攘
派
を
襲
撃
し
た
事
件

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉓

　

１
９
８
４
（
明
治
27
）
年
、
日

清
戦
争
。
１
９
０
４
（
明
治
37
）

年
、
日
露
戦
争
、
日
本
海
海
戦
。

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
満
州
事

変
。
１
９
３
７
年
７
月
、
北
京
の
近

く
で
日
本
軍
と
中
国
軍
が
衝
突
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
日
中
戦
争
が
始
ま

る
。
１
９
３
９
年
、
第
二
次
世
界
大

戦
。
１
９
４
１
年
12
月
８
日
、
日
本

が
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
基
地
（
ハ
ワ
イ

の
真
珠
湾
）
を
攻
撃
、
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
か
ら
数

え
て
も
た
く
さ
ん
の
戦
争
が
お
こ
っ

て
い
る
。
戦
争
は
、
罪
も
な
い
人
を

何
万
人
も
何
千
万
人
も
の
人
達
を
一

度
に
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
、
兵
士
が

飢
え
や
病
気
で
亡
く
な
っ
た
り
す
る
。

た
く
さ
ん
の
人
々
を
殺
し
て
ま
で
土

地
と
資
源
を
求
め
る
。
た
し
か
に
土

地
も
資
源
も
産
業
発
達
の
た
め
に
は

必
要
だ
。
で
も
、
人
間
の
命
を
奪
っ

て
ま
で
は
必
要
な
い
と
、
私
は
思
う
。

強
力
な
爆
弾
が
で
き
れ
ば
さ
ら
に
強

い
威
力
の
爆
弾
を
開
発
し
て
い
く
の

は
お
ろ
か
な
行
為
だ
と
思
っ
た
。

　

戦
争
は
、
土
地
や
資
源
が
欲
し
い
、

な
ど
の
理
由
で
人
の
生
き
る
権
利
を

奪
う
。
お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
。
人
は

み
ん
な
一
人
ひ
と
り
に
人
権
が
あ
る
。

人
は
決
し
て
そ
れ
を
奪
っ
て
は
い
け

な
い
の
だ
。

　

私
は
、
熊
本
県
子
ど
も
人
権
集
会

に
参
加
し
た
。
い
じ
め
や
差
別
を
受

け
た
人
達
が
自
分
の
体
験
を
く
わ
し

く
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
は
、
発

表
を
聞
い
て
い
る
間
に
、「
こ
の
人

も
こ
ん
な
思
い
で
、
思
い
出
し
た
く

な
い
だ
ろ
う
な
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
で
も
、
後
で
考
え
る
と
、

思
い
出
し
て
、
み
ん
な
に
伝
え
な
け

れ
ば
、
い
じ
め
の
つ
ら
さ
や
差
別
の

お
か
し
さ
な
ど
が
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
か
ら
だ
と
思
っ
た
。
い
じ
め
や

差
別
を
す
る
こ
と
は
、
人
の
人
権
を

傷
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

強
い
者
が
弱
い
者
を
い
じ
め
る
。

こ
の
こ
と
を
大
き
な
こ
と
で
考
え
る

と
、
強
い
国
が
弱
い
国
に
あ
る
土
地

や
資
源
を
奪
お
う
と
す
る
戦
争
と
同

じ
こ
と
だ
と
私
は
思
う
。
人
間
一
人

ひ
と
り
に
あ
た
え
ら
れ
た
、
た
っ
た

一
つ
だ
け
の
大
切
な
命
と
人
権
、
大

事
に
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

髙た

か

ぎ木
元も

と

う

え

も

ん

右
衛
門（
直
久
）

新
撰
組
の
近
藤
勇
を
斬
っ
た
男

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

戦
争
と
平
和水源

小　

渡
辺
智
美

（
平
成
19
年
度
卒
） 37

髙木元右衛門文書と認識章・袋入れ

●市県民税第１期
※口座振替を利用している人
は、６月 25日（水）に振替
を行いますので、残高の確
認をお願いします。

6月の「税」の
納期限

問い合わせ先　税務課

　昭和 23 年に政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌

24年６月１日に人権擁護委員法が施行されました。これにより、

地域住民の中にあって国民の基本的人権を擁護する機関である「人

権擁護委員制度」が誕生しました。

　人権は、人が人として幸福な人生を送る上で最も大切な権利です。

自分だけでなく、すべての人の人権が尊重されなければなりません。

　人々がお互いに人権を守ることによって明るい社会をつくること

が、私たちの願いです。

　現在、菊池市には市長から推薦されて、法務大臣が委嘱した 14

人の人権擁護委員が活動しています。

問い合わせ先

•人権啓発課

•七城総合支所

　総務振興課

•旭志総合支所

　総務振興課

•泗水総合支所

　総務振興課

菊　池

旭　志

人権擁護委員制度をご存じですか 
～６月１日は「人権擁護委員法」が施行された日です～

　相談は無料で秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

と　き　６月５日（木）
　　　　午前 10時～午後３時

ところ
•菊池市中央公民館

•七城多目的研修センター

•旭志公民館（多目的研修センター）

•泗水地域福祉センター

特設相談日

赤星 1093
☎（25）3792

星野　彰子
木柑子 439
☎（24）3178

豊間 197‐1
☎（24）1465

四町分 3430
☎（27）0224

袈裟尾 1063
☎（24）0630

城　眞千代谷　　民夫高山　和子岩﨑　義郎

旭志川辺 517
☎（37）3454

三池　和博

七城町蘇崎 163‐1
☎（26）3135

七城町新古閑 539
☎（24）3610

泗水町永 3376
☎（38）3085

泗水町吉富 1932‐1
☎（38）4362

泗水町田島 1924
☎（38）3212

野村　賢一三浦　京子吉井　紘正

佐々　龍一緒方　宣治
七城町水次 1395
☎（24）3356

泉　喜美代

七　城

旭志新明 2244‐3
☎（37）2086

旭志麓 2525
☎（37）2874

工藤　鐵雄松永とし子

泗　水

旭　志

18｜広報きくち｜2008 JUNE

INFORMATIONおしらせ

19 広報きくち｜2008 JUNE｜

INFORMATIONおしらせ



　

４
月
20
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の

２
カ
月
間
、
県
内
全
域
で
春
の
農
作

業
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、

１
年
の
う
ち
で
農
作
業
の
事
故
が
発

生
し
や
す
く
、
過
去
３
カ
年
の
デ
ー

タ
で
は
、
年
間
の
事
故
発
生
件
数
と

死
亡
事
故
発
生
件
数
の
う
ち
、
３
割

近
く
が
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
で
は
、
全
43
件
の
農
作

業
事
故
の
う
ち
約
７
割
が
農
業
機
械

関
連
の
事
故
と
な
っ
て
お
り
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
、
草
刈
り
機

の
刃
へ
の
接
触
に
よ
る
の
も
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
女

性
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の
で
、

特
に
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
、
農
作

業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、

操
作
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

◎
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防

護
具
を
着
用
す
る
。

◎
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え

に
く
い
な
ど
条
件
の
悪
い
場

合
は
、
無
理
に
運
転
作
業
を

し
な
い
。

◎
運
動
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ

　

て
確
実
に
行
う
。

◎
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら

行
う
。

◎
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点

検
に
努
め
る
。

◎
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合

は
、
ど
こ
で
作
業
を
し
て
い

る
か
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お

く
。

◎
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転

は
や
め
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
農
政
係

キャンペーン標語 :

身を守る　日頃の点検　すばやい避難
期　間 :５月 20日（火）～６月 30日（月）

●普段から、いざという時のために  
　山崩れが起こる場所、危険箇所をよく注意してみる
と、危険信号と思われる変化が現れる場所が多くあり
ます。普段から注意して見ておきましょう。 また、避
難場所、避難経路も日頃から家族や地域ぐるみで確認

し合うとともに、降雨時にはテレビなどの気象情報に
十分注意を払いましょう。
　左記の危険信号を感じたら、菊池市役所農林整備課
または菊池地域振興局林務課まで連絡してください。
もし、災害が起こったら、すぐ 110 番、119 番へ通
報して避難してください。
問い合わせ先
菊池市役所農林整備課　または
菊池地域振興局林務課　☎（25）2347

「山地災害防止キャンペーン」実施中

集落協定締結数：87（合計：14,786,243 ㎡、212,185,405 円）
集落名 面積（㎡）金額（円） 集落名 面積（㎡）金額（円） 集落名 面積（㎡）金額（円） 集 落 名 面積（㎡）金額（円）
築 地 11,610 74,304 岩 下 104,797 1,407,284 七 坪 61,751 570,305 上 赤 星 57,813 370,003
袈裟尾 309,618 5,026,842 平 山 23,282 391,137 市野瀬 304,724 2,091,001 下 赤 星 75,821 485,254
玉祥寺 112,263 1,503,545 塚 原 152,357 2,298,037 中野瀬 113,235 1,075,930 堂 原 91,366 1,834,388
稗 方 438,817 8,098,626 古 川 159,685 840,262 東迫間 86,567 614,140 滝 106,133 1,692,579
堀 切 133,324 2,239,843 立 門 22,482 364,129 太 田 200,240 2,843,085 毛 足 54,222 920,816
遊蛇口 63,371 405,574 戸 城 41,042 770,409 戸豊水 210,430 3,722,092 柳 水 丸 118,418 2,315,779
神 鶴 205,476 3,347,193 永 山 21,931 452,244 大 柿 277,662 5,684,147 竹 の 牧 141,636 1,945,824
菊池松島 641,945 13,252,149 伊 野 174,816 3,414,078 菊池平野 195,122 2,990,889 湯 船 161,960 1,295,680
日 向 177,142 3,463,134 木 護 39,654 666,187 茂藤里 402,988 7,049,045 弁 利 303,599 4,966,327
柿木平 207,134 3,744,601 柏 59,882 1,170,092 篠 倉 107,972 1,736,327 姫 井 111,553 1,887,106
中 原 556,894 8,368,815 黒仁田 37,357 627,597 伊 倉 145,744 2,756,404 小 原 228,525 2,439,538
藤 田 353,269 6,291,537 寺小野 45,652 766,953 道 園 202,897 3,300,168 平 357,147 3,766,812
上木庭 347,949 6,375,826 長 野 40,955 688,044 金 峰 122,351 1,897,159 高 柳 194,418 2,520,231
下木庭 163,708 2,594,935 虎 口 27,022 453,969 生 味 60,541 793,992 妻 越 340,779 3,820,689
菊池佐野 358,962 5,866,005 中 片 34,918 586,622 木佐木 31,591 530,728 小 川 40,805 484,065
鍋 倉 228,749 2,674,848 雪 野 286,053 4,050,003 神 来 120,278 962,224 尾 足 232,328 1,858,624
横 枕 23,025 386,820 小楠野 57,984 974,131 上出田 209,705 2,165,212 片 川 瀬 116,467 984,711
細 永 156,322 2,445,910 白 木 73,733 1,082,735 下出田 126,058 806,771 岩 本 399,093 4,863,062
日生野 126,840 1,942,740 小木４班 93,071 1,774,493 植古閑 142,160 2,070,784 伊 萩 411,655 4,172,807
伊牟田 122,488 493,405 鳳 来 72,518 1,218,302 今 644,947 8,043,482 川 辺 102,553 820,424
下 組 173,038 2,769,371 穴 川 56,054 941,707 甲森北 191,043 2,380,884 高永・伊坂 260,440 2,083,520
長 六 147,702 3,021,546 西迫間 103,406 1,333,429 乙森北 133,209 1,912,984

　中山間地域等直接支払交付金実施要領第 12 に基づき、平成
19年度実績を公表します。　問い合わせ先　農林振興課農政係平成19年度中山間地域等直接支払制度実績の公表

　

平
成
16
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て

い
た
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
完

成
し
、
次
の
区
域
に
お
住
ま
い
の
人

は
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●
区
域

菊
池
市
泗
水
町
亀
尾
字
北

畑
、
前
田
、
中
出
、
下
原
、
中

原
、
東
原
、
下
谷
、
中
谷
、
上

出
、
上
谷
の
指
定
区
域
、
豊
水

字
龍
角
の
指
定
区
域

　

各
家
庭
で
排
水
設
備
を
設
置
し
、

公
共
汚
水
ま
す
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。
排
水
設
備
（
公
共
汚
水
ま

す
接
続
）
工
事
は
、
菊
池
市
排
水
設

備
指
定
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
、
泗
水

総
合
支
所
建
設
課

　市民の皆さんが下水道を利用いただくにあたり、
下水道整備事業費の一部を負担いただく、下水道
（公共下水道・農業集落排水）事業分担金などの額が、
平成 20年４月１日より七城町地区で変更になりま
した。
　同地区では、合併後の経過措置として分担金な
どの額を 12万円としていましたが、措置期間が平
成 20年３月末日をもって終了となったことに伴い、
４月１日申請分より正規の分担金などの額 14万円
になっています。
　なお、七城町地区以外の地区では、金額の変更は
ありません。
　今後も下水道事業分担金などの趣旨をご理解いた
だき、ご協力をよろしくお願いします。
問い合わせ先　下水道課

　

昨
年
、
県
内
で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
病
に
感
染
し
た
コ
イ
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
病
気
は
、Ｋ
Ｈ
Ｖ
（ko

ih
e
r-

p
e
sviru

s

）
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
、
感
染
し
た
コ
イ
は
病

気
が
発
症
す
る
と
死
亡
率
が
高
く
な

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

発
生
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
発
生
・

拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の

た
め
、
当
面
の
間
、
コ
イ
の
放
流
を

差
し
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
ゴ
イ
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

感
染
し
た
コ
イ
と
の
接
触
や
水
を

通
じ
て
他
の
コ
イ
に
感
染
し
ま
す
が
、

コ
イ
以
外
の
魚
や
人
へ
の
感
染
は
な

く
、
感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
て
も
人

体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
農
政
係

　小堀利弘委員（　 片角）の辞任
に伴い空席となっていた菊池市農業
委員会委員に、田代栄助氏（ 　本村）
が選任され、４月 15日（火）に辞
令が交付されました。
　田代委員は土地改良区推薦の委員
で、任期は平成 21 年３月 21 日ま
でとなっています。今後ともよろし
くお願いします。

三
万
田
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
供
用
を
開
始
し
ま
し
た

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

コ
イ
の
放
流
を
自
粛
し
て
く
だ
さ
い

平
成
20
年
度
春
の
農
作

業
安
全
運
動
の
推
進

下水道事業分担金などの
額が変わりました

田代栄助氏を農業委員会委員に選任

供用を開始した三万田地区クリーンセンター

七城町
地区の

○菊

○七
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菊
池
市
で
は
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

実
際
に
体
を
動
か
し
て
運
動
を
体

験
す
る
教
室
で
す
。
運
動
を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
対
象　

菊
池
市
民
（
病
気
療
養

中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

と　

き　

７
月
８
日
（
火
）

　

〜
９
月
９
日
（
火
）
の

　

午
前
９
時
〜
正
午
（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園
、
泗
水
体
育

館
、
菊
池
総
合
体
育
館

定　

員　

30
人

参
加
料　

１
、５
０
０
円

（
内
訳
＝
食
事
代
﹇
２
回
分
﹈
２
２
０

円
、
試
食
代
80
円
、
施
設
使
用
料

２
０
０
円
、血
液
検
査
料
１
、０
０
０

円
）

申
込
期
限　

６
月
13
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に
な

り
ま
す
。

申
込
方
法　

下
記
申
し
込
み
先
の
窓

口
に
置
い
て
あ
る
申
請
書
に
記
入
・

捺
印
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

●
第
２
期
・
第
３
期
の
開
催
予
定

※
参
加
者
は
再
度
募
集
し
ま
す
。

•
第
２
期　

10
月
〜
12
月
の
午
後
７

時
〜
午
後
９
時

•
第
３
期　

平
成
21
年
１
月
〜
平
成

21
年
３
月
の
午
前
９
時
〜
正
午

（
内
容
は
１
期
と
基
本
的
に
同
じ
予

定
で
す
。
期
日
・
時
間
は
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

健
康

推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、
各
総

合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係

と　

き　

７
月
31
日
（
木
）、
８
月

21
日
（
木
）、
12
月
25
日
（
木
）、
３

月
26
日
（
木
）
の
い
ず
れ
も
、
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
（
初
回
の
み
午
前

９
時
〜
）

対
象
者　

小
学
生

テ
ー
マ　

あ
つ
ま
れ
元
気
に
や
せ
た

い
小
学
生「
肥
満
症
の
基
礎
知
識
及
び

合
併
症
と
治
療
法
に
関
す
る
学
習
」

内　

容　

７
月
↓
検
査
・
運
動
療
法
・

食
事
療
法
・
行
動
療
法
、
８
月
・
12

月
・
３
月
↓
運
動
療
法
・
食
事
療
法
・

行
動
療
法
・
１
カ
月
の
振
り
返
り　

費　

用　

約
３
〜
４
千
円
（
初
診
料
、

検
査
代
込
み
の
金
額
。
２
回
目
以
降

は
約
千
円
前
後
）

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
再
春
荘
病
院

東
１
病
棟
（
担
当
・
島
津
）

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
０
０
０

　

内
線
５
０
０

試
験
日　

８
月
22
日
（
金
）

会　

場　

熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以

上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る
人

願
書
受
付　

６
月
９
日
（
月
）
〜
６

月
13
日
（
金
）

願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康

づ
く
り
推
進
課

提
出
先

•
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者

　

↓
県
保
健
所

•
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
３
８

　

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
０
８

　

現
代
は
、
多
く
の
人
が
い
つ
で
も

食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
豊
か

な
社
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で

「
食
卓
を
囲
む
事
の
大
切
さ
」「
食
事

の
あ
り
が
た
さ
」「
食
が
心
と
身
体

の
元
気
の
土
台
」
な
ど
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
最
近
、「
食
」
に
関
す
る
偽

装
問
題
や
「
食
」
を
め
ぐ
る
事
件
が

続
発
し
て
お
り
、「
食
」
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
「
食
」
の
大
切
さ
を
、

ご
家
族
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
９

●
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
た
場
合

用
途
地
域
な
ど
の
指
定

　

土
地
利
用
の
基
本
的
枠
組
み
を
設

定
す
る
用
途
地
域
の
指
定
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

↓
住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
を
適
正

に
配
置
し
て
機
能
的
な
都
市
活
動

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
建
築
物

の
用
途
や
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、

高
さ
な
ど
の
形
を
規
制
・
誘
導
し
、

秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

開
発
許
可
制
度

　

建
物
の
建
築
な
ど
を
目
的
に
行
う

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
（
開
発
行

為
）
を
行
う
場
合
の
、
許
可
が
強
化

さ
れ
ま
す
。

↓
開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
面
積
に

よ
り
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
都
市
計
画
区
域
外
は

１
０
、０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計

画
区
域
内
は
３
、０
０
０
㎡
以
上

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

建
築
基
準
法
の
集
団
規
定

　

建
物
の
新
築
や
増
改
築
を
行
う
場

合
は
建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

↓
敷
地
面
積
に
対
す
る
建
築
面
積

の
割
合
（
建
ぺ
い
率
）
や
敷
地
面

積
に
対
す
る
延
べ
床
面
積
の
割
合

（
容
積
率
）
の
制
限
、
４
ｍ
以
上

の
幅
の
道
路
に
接
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
接
道
義
務
な
ど
が
発

生
し
ま
す
。

都
市
施
設
の
整
備

　

都
市
計
画
事
業
が
で
き
ま
す
。

↓
道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都

市
施
設
の
整
備
が
で
き
ま
す
。

大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
規
制

　

都
市
構
造
や
イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を

与
え
る
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
。

↓
床
面
積
が
１
０
、０
０
０
㎡
以
上

の
商
業
施
設
は
、
原
則
と
し
て
、

用
途
地
域
内
の
商
業
・
近
隣
商
業
・

準
工
業
地
域
以
外
は
立
地
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

土
地
取
引
の
届
出

　

適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

確
保
を
図
る
た
め
、
土
地
取
引
の
届

出
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

↓
都
市
計
画
区
域
外
は
１
０
、
０
０

０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
内
は

５
、
０
０
０
㎡
以
上
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

特
別
用
途
地
区
・
特
定
用
途
制
限
地
域

　

特
定
の
建
築
物
を
規
制
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

↓
特
定
（
ラ
ブ
ホ
テ
ル
な
ど
）
の

建
築
物
の
建
築
が
で
き
な
い
よ
う

に
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

次
に
、
準
都
市
計
画
区
域
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
が
一
体
の
都
市
と

し
て
総
合
的
に
整
備
、
開
発
、
保
全

す
る
必
要
が
あ
る
区
域
を
指
定
す
る

の
に
対
し
、
準
都
市
計
画
区
域
は
、

積
極
的
に
整
備
、
開
発
を
行
う
ま
で

は
な
い
が
、
即
地
的
な
土
地
利
用
規

制
が
求
め
ら
れ
る
区
域
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

●
準
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
た
場

合

　

土
地
利
用
の
秩
序
を
図
る
た
め
用

途
地
域
、
特
別
用
途
地
区
、
特
定
用

途
制
限
地
域
、
風
致
地
区
な
ど
を
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
都
市

計
画
区
域
と
同
様
、
開
発
許
可
制
度

や
建
築
基
準
法
の
集
団
規
定
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
都
市
施
設
の

整
備
や
市
街
地
開
発
事
業
な
ど
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

　

前
回
で
は
、
開
発
の
み
で
は
な
く
農
地
や
森
林

の
開
発
規
制
に
よ
る
保
全
も
行
う
と
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
引
き
続
き
都
市
計
画
区
域

に
指
定
さ
れ
た
場
合
の
規
制
や
効
果
に
つ
い
て
も

う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
準
都
市
計

画
区
域
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
都
市
計
画
③

平
成
20
年
度
調
理
師
試
験

小
児
肥
満
教
室参

加
者
募
集

「まちづくりワークショップ」参加者募集
　熊本県では、次の県有地を一般競争入札で売
却します。
※入札に参加するためには、事前に参加申込書
の提出が必要です。
物件名　（旧）菊池警察署広瀬駐在所
所在地　菊池市出田字中道 2445番 7
地　目　宅地
土地面積　214.07m2（約 64坪）※建物付き
最低売却価格　3,390,000 円
現地建物開放　6月 10日（火）
　　　　　　　午前 10時～正午
入札参加申込締切　6月 16日（月）
　　　　　　　　　午後 5時必着
入　札
日時　6 月 18日（水）午前 11時
場所　熊本県菊池総合庁舎 2階大会議室
熊本県ホームページ
（http://www.pref.kumamoto.jp/）→「県政
の基本情報」欄→「県有地売却」
問い合わせ先
　熊本県管財課　☎ 096（333）2122

○都市計画マスタープラン
　菊池市では、合併後の新しい都市計画の方向性を決
めるために、菊池市都市計画マスタープランの策定を
行っています。
　都市計画マスタープランとは、菊池市の 20年後の
まちの姿を示す、いわば、まちづくりの方針書です。
このプランは、全体の都市計画の方向を定める「全体
構想」と、地域別によりきめ細かにまちの将来像を示
す「地域別構想」から構成されます。
○ワークショップ方式による市民意見の計画への反映
　「地域別構想」の策定にあたっては、市民の皆さん
の意見を反映しながら進めていくこととし、この意見
反映の方法としてまちづくりワークショップを行うこ
とにしました。
　まちづくりワークショップは、以下の内容で、全部
で４回の開催を考えています。
①地域の良いところ・悪いところを探る（第１回）
　７月下旬開催を予定
②良いところ、悪いところの分類や整理（第２回）
　８月下旬開催を予定

③地域の将来像やまちづくりの方針を考える（第３回）
　９月下旬開催を予定
④まちづくりマップを完成させる（第４回）
　10月下旬開催を予定
○ワークショップとは？
　参加者自身が主体となって、自らの体験や参加者同
士の相互作用の中から、学んだり創り出したりする場
です。まちづくりワークショップでは、参加者を約
10人程度のグループに分け、各自、自由な意見をい
ただいた上、グループの意見として取りまとめていた
だきます。

●一緒に、菊池市の未来を考えてみませんか？
対象者　菊池市民または市内勤務・通学者でまちづくり
に興味があり、無報酬でワークショップに参加できる人。
開催日　７月下旬から 10月にかけ、平日の夜、計４回
程度開催予定です。（詳細は別途参加者にご案内いたし
ます。）
定　員　１地区（菊池・七城・旭志・泗水）15人程度
申込期間　６月 30日（月）※定員なり次第締め切ります。
問い合わせ先　都市整備課都市計画係

都
市
計
画
区
域

6
月
は
食
育
月
間
で
す

県有地を売却します
菊池市都市計画
マスタープラン

菊
池
市
健
康

づ
く
り
教
室

い
き
い
き
養
生
塾

第
1
期
生
募
集

第 1期プログラム

回数 と　き ところ 内容（体験・学習）

１ ７月８日
（火） 養生園 開講式、体力測定、血液検査（検

査後軽食あり）、竹熊先生の講話

２ 7月15日
（火） 養生園 ストレッチ、食物繊維を多く取れ

る副菜の試食

３ ７月22日
（火）

泗　水
体育館

エアロビクス、食事と運動の関係
について

４ 7月30日
（水） 養生園 筋力トレーニング、筋肉の働き、

運動の効果を知る

５ ８月５日
（火） 養生園

ウォーキング（基礎）、有酸素運動
の働きを学ぶ、塩と血圧の関係
を知る

６ ８月12日
（火）

菊池市
総合体育館

器具を使った運動
歯周病予防とブラッシング指導

７ ８月19日
（火） 養生園

家でできるステップ運動
食べたくなる時、運動できない時
の対処法

８ ８月26日
（火） 養生園 効果の高いウォーキング方法

９ ９月２日
（火）

養生園
近　郊

血液検査（検査後軽食あり）
ウォーキング大会

10 ９月９日
（火） 養生園 筋力トレーニング、まとめ、

閉講式

22｜広報きくち｜2008 JUNE

INFORMATIONおしらせ

23 広報きくち｜2008 JUNE｜

INFORMATIONおしらせ



　
「
き
く
ち
観
光
物
産
館
」
東
側
（
菊

池
市
隈
府
１
２
６
４
番
地
２
）
に

あ
っ
た
、
菊
池
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
が
、
弓
道
場
横
（
旧
市
営
の
城
山

住
宅
跡
地
・
菊
池
市
隈
府
１
１
９
２

番
地
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

　

新
緑
の
候
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か

き
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
ま
せ

ん
か
？
菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
で
は
、
市
民
の
親
睦
、
融
和
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
50
分
開
会

と
こ
ろ　

菊
池
市
総
合
体
育
館

種　

目　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

チ
ー
ム
編
成

○
男
子
の
部　

49
歳
以
下
・
50
歳
以

上
○
女
子
の
部　

39
歳
以
下
・
40
歳
〜

49
歳
・
50
歳
以
上

○
男
女
の
部　

60
歳
以
上
（
女
性

チ
ー
ム
に
ハ
ン
デ
ィ
を
与
え
る
）

※
男
子
の
部
に
女
子
の
参
加
は
可
と

す
る
。

参
加
資
格　

菊
池
市
内
に
居
住
ま
た

は
、
勤
務
す
る
者
。
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
、
５
０
０

円
。
た
だ
し
、
参
加
す
る
に
は
、
協

会
の
登
録
が
必
要
で
す
（
登
録
料

１
、０
０
０
円
）。

申
し
込
み
方
法　

各
支
部
の
事
務
局

で
、
６
月
10
日
（
火
）
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
菊
池
体
育
セ

ン
タ
ー
、教
育
委
員
会
旭
志
分
室
、

泗
水
分
室
、
旭
志
体
育
館
、
泗
水

B
&
G
体
育
館
な
ど
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

•
菊
池
支
部
（
城
）

　
　

☎
（
24
）
０
６
３
０

　

•
旭
志
支
部
（
安
武
）

　
　

☎
（
37
）
２
２
６
７

　

•
泗
水
支
部

（
服
部
「
泗
水
B
&
G
体
育
館
」）

　
　

☎
（
38
）
３
８
８
５

と　

き　

６
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所

　

菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
25
）
５
６
０
０

内　

容　

昆
虫
観
察

主　

催　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
（
会
長
・
頼
本
栄
治
）

募
集
対
象　

小
学
生
（
家
族
の
参
加

も
可
能
）
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

必
要
な
物　

筆
記
用
具
、
捕
虫
網
、

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
な
ど

応
募
方
法　

６
月
18
日
（
水
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
F
A
X
で
の
申
し
込
み
可
能
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
旭
志
伊
坂
５
２
４-

１

　

菊
池
森
林
組
合
（
原
山
）

　

•
（
37
）
３
５
０
０

　

•
（
37
）
３
１
８
０

菊
池
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

が
移
転
を
し
ま
し
た

第
5
回
菊
池
市

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
毎
月
第
３
水
曜
日

を
「
熊
本
県
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤

デ
ー
」
と
し
て
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
か

ら
環
境
に
や
さ
し
い
通
勤
へ
の
切
り

替
え
を
県
内
全
域
で
目
指
し
ま
す
。

取
組
内
容　
「
熊
本
県
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
通
勤
デ
ー
」
の
設
定
日
に
、
従

業
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
通
勤
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

そ
の
結
果
を
「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤

デ
ー
報
告
書
」
に
よ
り
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。　

熊
本
県
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ
ー
設

定
日　

毎
月
第
３
水
曜
日

対　

象　

熊
本
県
内
の
民
間
事
業
者
、

団
体
、
自
治
体
な
ど

※
個
人
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
方
法　

窓
口
に
置
い
て
あ
る
チ

ラ
シ
記
載
の
登
録
書
に
記
入
の
上
、

F
A
X
ま
た
は
郵
便
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
登
録
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
登
録
書
提
出
先

　

〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
の

記
載
不
要
）
熊
本
県
環
境
政
策
課
環

境
立
県
推
進
室

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
６
６

　

FAX
０
９
６
（
３
８
３
）
０
３
１
４

　

E
-m
a
il

ア
ド
レ
ス

　

ka
n
kyo
u
se
isa
ku
@
p
re
f.

　

ku
m
a
o
to
.lg
.jp

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
は
、
来
春

新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企

業
な
ど
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人

の
申
し
込
み
か
ら
選
考
、
採
用
、
受

け
入
れ
に
い
た
る
諸
手
続
き
な
ど
の

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

新
卒
者
を
雇
用
さ
れ
る
場
合
、
原

則
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
採
用
責
任
者
は
こ

の
説
明
会
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、

多
数
の
企
業
な
ど
か
ら
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
13
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
（
午
後
１

時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
（
合
志
市
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

就
職
支
援
部
門

　

☎
（
24
）
８
６
０
９　

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
職
業
訓
練
を

菊
池
市
で
行
い
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。

職
場
実
習
体
験
料

対　

象　

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障

が
い
者

定　

員　

２
人

内　

容　

電
子
部
品
の
製
造
や
企
業

の
環
境
整
備
、
公
園
の
清
掃
、
事
業

所
で
の
職
場
実
習
を
と
お
し
て
、
職

場
で
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け
、
就

職
を
目
指
す
訓
練
で
す
。

募
集
期
間　

６
月
２
日
（
月
）
〜
７

月
11
日
（
金
）

訓
練
期
間　

８
月
１
日
（
金
）
〜
10

月
31
日
（
金
）

場　

所　

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か

も
ん
・
ゆ
ー
す
」（
菊
池
市
大
琳
寺
）

及
び
実
習
先
企
業

※
駐
車
場
有
り
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎(

24)

８
６
０
９

　

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　
（
財
満
・
西
岡
・
木
佐
貫
）

　

☎
０
９
６(

３
７
８)

０
１
２
１

平
成
21
年
3
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
受
理

説
明
会

障
が
い
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
職
業
訓
練
生

募
集

対象者　高齢者
相談日　毎週月・水・金曜日の
　　　　午前９時～午後４時
ところ　菊池地域振興局福祉課内（菊池保健所）
内　容　中高齢者の人に仕事の相談、紹介などを
行います
問い合わせ先　菊池職業相談所　☎（24）2125

高齢者の人に無料で職業を紹介します
（菊池職業相談所）

カ
ブ
ト
ム
シ
、ク
ワ
ガ
タ
な

ど
に
出
会
っ
て
昆
虫
博
士
に

な
ろ
う
！（
キ
ッ
ド
自
然
探

検
教
室
開
催
）

　1月にある成人式式典の企画・運営・進行などを行う、
実行委員を募集します。自分たちの成人式を、自分たち
の手で作り上げてみませんか？
　意欲に満ちた皆さんの参加をお待ちしています。
対象者
○平成 20年度成人式参加対象（昭和 63年 4月 2日～
平成元年 4月 1日生まれ）で菊池市居住者または菊
池市出身者
○実行委員会議と成人式当日に出席できる人
募集人員　20人程度
※応募多数の場合は、選考により決定します。
募集期限　7月 11日（金）
申込方法　郵便または電子メールで申し込んでください。
※申し込みの際、住所・氏名・電話番号をご連絡ください。
問い合わせ・申し込み先
　〒８６１‐１３９２（住所記載不要）
　生涯学習課「成人式実行委員募集」係　
　メールアドレス
　　shakaikyouiku@city.kikuchi.kumamoto.jp

　国際 B級を誇る菊池市斑蛇口湖ボート場を
舞台に、全日本ジュニアボート選手権大会が
行われます。男子と女子の選手合計 156人が、
シングルスカル（一人乗りボート）で 2,000m
競技の熱戦を繰り広げます。
　上位入賞者は、世界ジュ
ニア選手権大会・アジア
ジュニア選手権大会に日本
代表選手として参加します。
菊池から世界を目指す選手
へ、皆さんのご声援をお願
いします。
と　き
６月 12日（木）開会式
６月 13日（金）予選・敗者復活
６月 14日（土）準決勝・順位決定
６月 15日（日）決勝
ところ　菊池市斑蛇口湖ボート場
問い合わせ先　社会体育課

菊池市成人式　実行委員募集 第6回全日本ジュニア
ボート選手権大会が開催されます

昨年の大会

弓道場横に移転したゲートボール場

公共事業入札の公表

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前8時 30
分～午後5時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

●入札（開札）日：４月24日

件　名 工　事
場　所

落札額（税込・円）
落札者 指　名

業者数
事　業
担当課予定価格（税込・円）

平成 20 年度金峰線
道路改良工事 重　味

17,829,000 ㈲菊水
建　設 11 土木課

18,323,000 

市長部局
１．開示請求、訂正請求、削除請求、
利用又は提供の中止請求の件数
及び処理状況

開示
請求
4件

開示
4件

２．不服申立ての件数及び処理状況 ‐ ‐
３．その他運用状況に関すること ‐ ‐

市長部局 教育委員会部局
１．行政文書開示の請求件数 10件 １．行政文書開示の請求件数 1件
２．行政文書開示の決定件数 10件 ２．行政文書開示の決定件数 1件
３．行政文書不開示の決定件数 0件 ３．行政文書不開示の決定件数 0件
４．不服申立ての件数 0件 ４．不服申立ての件数 0件
５．不服申立ての処理状況 0件 ５．不服申立ての処理状況 0件
６．その他運用状況に関する
こと ‐ ６．その他運用状況に関する

こと ‐
※教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、
監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委
員会、議会は、開示の請求はありませんでした。

※選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審
査委員会、議会は、開示の請求はありませんでした。

平成19年度菊池市情報公開条例
第32条及び同施行規則第13条に規定する実施状況の公表

菊池市個人情報保護条例第38条及び菊池市
個人情報保護条例施行規則第16条に規定す
る運用状況の公表

菊 池 か ら 世 界 へ 「
熊
本
県
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ
ー
」

参
加
者
募
集
中
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★

★

★★ ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

★

★★

6月1日
（日）

武蔵しもむら医院
（内・小・アレ） 菊陽町 096（339）7561

馬場医院（内・外・整） 大津町 096（293）2358

田中医院（胃・内・外） 菊池市 （38）7070

産科婦人科
大竹クリニック（産・婦） 合志市 096（344）3232

片岡はやみ歯科 合志市 096（343）0003

6月8日
（日）

河野内科クリニック
（内・呼・アレ・消・循・小・
神内・リハ・放）

菊陽町 096（233）1717

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

杜の里　かねこクリニッ
ク（内・胃・消・外・皮） 菊池市 （23）7522

木庭耳鼻咽喉科（耳） 菊池市 （24）2551

永田歯科医院 大津町 096（293）0588

6月15日
（日）

矢野医院（外・内・消・放） 菊陽町 096（232）5266

本多医院（内） 菊陽町 096（232）2021

後藤整形外科医院
（整・リハ） 菊池市 （25）2906

菊南皮ふ科医院（皮） 合志市 096（345）0107

小山歯科医院 菊池市 （25）2034

H17年
６月11日
生まれ石

いしざか

坂勇
ゆう た

太くん
（３歳 　 亘）
父・誠基さん　母・由美さん

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

パ
パ
み
た
い
に

大
き
く
な
る
ぞ
〜
！！

○菊

H19年
６月22日
生まれ野

のぐち

口侑
ゆう が

雅くん
（１歳 　 新明団地）
父・信愛さん　母・郁美さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

だ
ぁ
ー
い
好
き
♥

い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぼ
う
ね
！

○旭

H18年
６月24日
生まれ徳

とくなが

永陽
はる か

花ちゃん
（２歳 　 富の原西）
父・裕樹さん　母・琴美さん

遊
ぶ
事
と

食
べ
る
事
が

大
好
き
で
す
♪

○泗

H19年
６月４日
生まれ中

なかしま

嶋　遼
はるか

くん
（１歳 　 富の原一）
父・大樹さん　母・美佐子さん

大
き
い
声
と

大
き
い
体
が
僕
の

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
♥

○泗

H18年
６月８日
生まれ丸

まるやま

山慈
しお ん

温くん
（２歳 　 富の原西）
父・由紘さん　母・美香さん

じ
い
じ
、ば
あ
ば
、

ま
た
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ネ
！！

○泗

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
）
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

募
集
期
間　

６
月
15
日
（
日
）

〜
８
月
31
日
（
日
）

教
養
学
部　

①
全
科
履
修
生
、
②
選
科
履
修
生
、

③
科
目
履
修
生

○
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
選

科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き
ま

す
。

大
学
院

①
修
士
選
科
生
、
②
修
士
科
目
生

○
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
熊
本
学

習
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
大
学
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

菊
池
本
所

龍
門
１　
　

秋あ
き
よ
し吉　

　

郁
か
お
る

（
亡
妻　
　
　
　

セ
ツ
ヨ　

67
歳
）

今　
　
　
　

鶴つ

る

た田
チ
ヨ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

福ふ

く

お雄　

75
歳
）

中　

原　
　

佐さ

っ

さ々　

惠え

み美

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ル
エ　

98
歳
）

佐　

野　
　

渡わ
た
な
べ邉　

久く

み美

（
亡
母　
　
　
　

エ
イ
子こ　

61
歳
）

亘　
　
　
　

立た
て
や
ま山　

弘ひ
ろ
ゆ
き幸

（
亡
伯
父　
　
　
　

彰あ
き
ひ
ろ寛　

60
歳
）

甲
森
北　
　

東
ひ
が
し　

　

信の
ぶ
と
し敏

（
亡
母　
　
　
　

ヨ
シ
ノ　

92
歳
）

迎　

町　
　

山や

ま

だ田　

孝た

か

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

啓け
い
す
け輔　

85
歳
）

伊
牟
田　
　

高た

か

の野　

政ま
さ
の
り徳

（
亡
母　
　
　
　
　

時と

き

よ代　

89
歳
）

塚　

原　
　

渡わ
た
な
べ邊　

　

卓
た
か
し

（
亡
母　
　
　
　

ヤ
ヨ
イ　

91
歳
）

東
迫
間　
　

迫
は
ざ
ま　

　

高た
か
や
す康

（
亡
妻　
　
　
　

チ
ヅ
子こ　

80
歳
）

佐　

野　
　

小こ
ば
や
し林　

清せ

い

ご悟

（
亡
母　
　
　
　

タ
ツ
子こ　

91
歳
）

西
正
観
寺　

中な

か

の野　

高た
か
く
に之

（
亡
母　
　
　
　

ト
キ
オ　

96
歳
）

下
西
寺　
　

中な

か

た田
ミ
サ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

義よ
し
ゆ
き行　

84
歳
）

岩　

平　
　

岩い
わ
さ
き﨑　

義よ
し
は
る春

（
亡
妻　
　
　
　

ミ
ネ
子こ　

84
歳
）

大
琳
寺　
　

堀ほ

り

い井　

義よ
し
の
り德

（
亡
妻　
　
　
　
　

睦む

つ

こ子　

72
歳
）

袈
娑
尾　
　

城
じ
ょ
う　

　

直な
お
つ
ぐ次

（
亡
母　
　
　
　

ヒ
ト
エ　

96
歳
）

七　

坪　
　

境
さ
か
い　

フ
ミ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

幸ゆ

き

お雄　

84
歳
）

北　

原　
　

今い
ま
さ
か坂
美み

ち

こ

知
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

文ふ

み

お男　

84
歳
）

北　

原　
　

福ふ
く
な
が永　

有ゆ

う

じ二

（
亡
母　
　
　
　
　

和か

ず

こ子　

73
歳
）

大
琳
寺　
　

中な
か
が
わ川　

隆た
か
ゆ
き元

（
亡
母　
　
　
　

ミ
ヨ
コ　

63
歳
）

七
城
支
所

本　

村　
　

田た

し

ろ代　

一か

ず

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

保や
す
ひ
ろ広　

56
歳
）

旭
志
支
所

高　

柳　
　

稲い

な

ば葉　

一か
ず
よ
し義

（
亡
母　
　
　
　

ト
シ
子こ　

90
歳
）

高　

柳　
　

中な
か
む
ら村　

　

誠
ま
こ
と

（
亡
母　
　
　
　
　

ス
メ　

98
歳
）

高　

永　
　

佐さ

と

う藤　
　

眞
ま
こ
と

（
亡
父　
　
　
　
　

三さ
ん
ぞ
う蔵　

98
歳
）

小　

原　
　

齋さ
い
と
う藤　

繁し
げ
ゆ
き行

（
亡
母　
　
　
　
　

ア
ヤ　

99
歳
）

湯　

舟　
　

米こ

め

だ田　

正ま
さ
と
し敏

（
亡
父　
　
　
　
　

俊と

し

お男　

79
歳
）

泗
水
支
所

田　

中　
　

木き

む

ら村　
　

勇
い
さ
む

（
亡
母　
　
　
　
　

久ひ

さ

こ子　

91
歳
）

平　

野　
　

古こ

が閑　
　

勝
ま
さ
る

（
亡
母　
　
　
　

マ
ツ
ヲ　

89
歳
）

高　

江　
　

宮み
や
も
と本　

秀ひ
で
の
り範

（
亡
父　
　
　
　
　

幸ゆ

き

お雄　

83
歳
）

福
本
一　
　

坂さ
か
も
と本　

悦よ
し
ひ
さ久　

（
亡
祖
母　
　
　
　

國く

に

こ子　

93
歳
）

永
出
分　
　

後ご

と

う藤　

勝か
つ
ひ
ろ博

（
亡
母　
　
　
　

キ
ク
エ　

96
歳
）

田
島
一　
　

古ふ
る
さ
わ澤

美み

ち

こ

智
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

律り

つ

し司　

68
歳
）

上
高
江　
　

金か
な
も
り森　

光み

つ

お男

（
亡
父　
　
　
　
　

一か

ず

お男　

105
歳
）

上
住
吉　
　

森も
り　

　

俊し
ゅ
ん
じ二

（
亡
母　
　
　
　

富ふ

き

え

喜
江　

93
歳
）

富
の
原
東　

中な
か
は
ら原　

洋よ

う

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま

さ

と登　

80
歳
）

６
月
の
民
生
児
童
委
員
相
談

　

菊
池
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
で
は
、
民
生
児

童
委
員
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持

つ
人
な
ら
誰
で
も
ど
ん
な
問
題

で
も
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
相
談

日
程
・
場
所

５
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

19
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

26
日
（
木
）
旭
志
公
民
館

７
月
３
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

民
生
児
童
委
員
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所

　
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

•
七
城
支
所

　
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
公
民
館
）

☎
（
37
）
３
１
１
１

•
泗
水
支
所

　
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
38
）
６
３
６
６

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し４

月
30
日
（
水
）
現
在

　本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成
21年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもさん
の写真を募集しています。随時募集していますが、誕生
月の掲載になりますので、誕生月の前月５日（５日が休
日の場合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池
市役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んで
ください（写真は後日持参でも可）。

6月22日
（日）

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

宮原内科皮フ科医院
（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

森本整形外科医院
（整・リハ） 合志市 096（242）2231

菊池眼科（眼） 菊池市 （25）5678

山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456

6月29日
（日）

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

山縣医院（内・神） 大津町 096（293）4430

三隅胃腸科内科外科医院
（胃・内・外） 合志市 096（248）6161

岡山眼科（眼） 菊池市 （25）2209

ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777

7月6日
（日）

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

たぶち内科循環器科
（循・内・小・神内・呼・心内）菊陽町 096（233）3588

柴田整形外科
（整・リハ・内） 合志市 096（346）5500

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

林（康博）歯科医院 菊池市 （24）4182

　最近、家庭から出されたごみ袋（可燃ごみ・不燃ごみ）の中に、市で処理で
きない違反ごみが混入しています。ゴミの種類によっては、人に害を及ぼしたり、
大惨事になるものがありますので、ごみを出す前にもう一度確認してください。
◆市で処理できないごみ
○注射器・注射針（家庭治療用・家畜用）
　収集・分別作業時に大変危険です。5月には、分別中の作業員に注射針が刺
さる事故が発生しました。かかりつけの病院や獣医科医院などに相談し、適正
に処理してください。
○家畜用薬品容器
　購入した業者等に相談し、個人で適正に処理してください。
※家畜用は、産業廃棄物となり、市では収集できません。
◆家庭で事前処理が必要なごみ
○ガスボンベ（カセットコンロ用や殺虫用スプレーなど）
　作業中に爆発したり、火災が起こったりします。ガスを使いきり、屋外の風
通しの良い場所で容器に穴を開け、ガスを完全に抜いて出してください。
　違反ごみのほとんどがちょっとした注意と作業で改善でき、危険を未然に防
ぐことができます。
　ルールを守って環境にやさしいまちをつくりましょう。
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課衛生福祉係

平
成
20
年
度
第
2
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

ごみの出し方に注意を！

ごみ袋に混入し
ていた家畜用注
射針（左）と
家庭治療用注射
針（上）

H18年
６月25日
生まれ松

まつおか

岡ともちゃん
（２歳 　 西正観寺）
父・裕二さん　母・亜希さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
ね
♥

○菊
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後
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編
集
後
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４月末の人の動き
（対前月比）

（再生紙使用）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

すくすくクラブ（座・
まりあの人形劇）　
10:30 ～　
ポリオ予防接種　
13:30 ～ 14:00
（受付）　

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

献血
9:30 ～ 11:30/
12:30 ～ 16:00

８ ９ 10 11 12 13 14
育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

弁護士相談
9:00 ～ 12:00
（要予約）、
行政相談
10:00 ～ 12:00　

社会保険出張相談
所開設
10:00 ～ 15:00　

すくすくクラブ（歯
の健康指導）
10:30 ～　
３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

15 16 17 18 19 20 21
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

育児教室
9:30 ～ 10:00
（受付）　
すくすくクラブ
（６月誕生会）
10:30 ～　

３歳児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15 ～ 13:30
（受付）　

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～ 16:30　

22 23 24 25 26 27 28
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

すくすくクラブ
（おもちゃ作り）　
10:30 ～　
２歳児歯科健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

弁護士相談
9:00 ～ 12:00
（要予約）　

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

29 30 ７/ １ ７/ ２ ７/ ３ ７/ ４ ７/ ５
６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室
菊池公園多目的グラウンド

七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
七城総合グラウンド
旭志総合支所
旭志多目的研修センター

旭志老人憩の家
旭志公民館
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール
泗水地域福祉センター

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所

七  公

菊多G

菊中公

泗支所

西部セ

健相室

七多セ

児童セ

児童セ

 

６
月
４
日
か
ら
の
１
週
間
は

歯
の
衛
生
週
間
。
県
で
は
、
今
年

度
「
あ
り
が
と
う 

い
つ
も
は
た

ら
く 

歯
に
感
謝
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
各
地
で
歯
科
健
診
ほ
か
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
か
ら
だ
の

健
康
を
保
ち
、
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
に
も
「
歯
」
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
。

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
の
歯
を

維
持
す
る
「
８
０
２
０
」
を
目
指

す
た
め
に
も
、
６
月
15
日
の
「
父

の
日
」
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の

牛
乳
（
ち
ち
）
を
送
っ
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

西部セ 七多セ

菊文館

泗　公

６月の行事予定

旭支所

泗　公

泗　公

旭  公

七総G

菊中公

旭  公

旭  公

泗福セ

泗福セ 菊文館

旭  公

菊文館

泗　公

西部セ

児童セ
菊中公

七多セ 児童セ

菊中公

西部セ

泗支所


